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政
.
に
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り
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る

も

の

修

亚

派

紙

會

主

義

樜

論

特
に
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物
史
舰
及
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近
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社
會
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に
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す
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一
八
七
八
年
に
制
定
せ
ら
れ
た
彼
の
葙
名
な
る
ビ
ス 

|
マ
ル
ク
：の
：社
龠
鐵
鎭

»
法
は
、

»
逸
社
.t民
主
黨
史
上 

に
®
沘
な
る！

時
代
を
殘
し
た
。
あ
ら
ゆ
る
社
會
主
義 

:的
集
會
？
結

11
:
、
出
版
の
：禁
止
，
社
會
民
主
々
義
運
動 

索
の
追
放
，
斯
る
集
龠
に
席
貸
せ
る
家
主
及
び
此
種
文 

«
を
販
寶
せ
る
書
肆
の
營
業
察
北
等
が
腿
行
せ
ら
れ
：，
 

れ
。併
し
な
が
ら
腮
迫
の
杏
す
る
所
に
は
反
杭
が
あ
り
、 

反
杭
の
爲
に
は
多
少
の
意
見
の
»
輊
は
之
_
拋
棄
し
て 

も
«
を
共
に
せ
ん
と
す
る
の
が
人
間
の
心
酿
で
あ
る
o 
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十
九
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七
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三
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修
正
彼
•社
食
虫
赣
槪
論

結

^
ビ
ス
マ
ル
ク
の
麻
會
激
鑪
脞
法
は
世
陬
識
者
の
.一
 

般
に
認
む
る
が
如
く
に
失
敗
に
終
々
、
唯
得
た
る
所
は
、 

ハ
社
會
民
主
黨
の
態
度
の
翦
化
と
、
其
得
禀
及
び
_
賈
數 

の
增
加VJ

の
み
で
あ
つ
た
::
0
：而
も
吾
人
が
獨
逸
社

#
•民 

主
a
史
上
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
ビ
は 

> 此
鎭
腿 

.法
の
下
に
在
り
し
間
は
社
會
民
生
黨
が
其
從
來
蒙
り
來 

た
つ
た
ラ
ッ
サ
ル
の
影
響
を
全
然
脱
却
し
て
マ
ル
ク
シ 

ズ
ム
に
傾
い
た
？
云
ふ
こ
ど
で
あ
る

O

乙
の
事
は
、
社 

:

會
民
主
黨
の
硕
學
力

I
ル
•
カ
ゥ
ッ

キ
ィ
に
ょ
.つ
て
起 

一
草
せ
ら
れ
一
八
九
一
'年
ユ
ル
フ
ル
ト
.の
民
主
黨
大
會
に 

於
い
て
可
決
せ
ら
れ
た
所
謂
エ
ル
フ
ル
ト
細
領
の
前
文 

ベ

ょ
ぐ
之
を
示
し
て
居
る
の
’で
あ
る
。

然
る
に
1

八
九

'0
年
遂
に
疵
會
黧
鎭
«
法
が
廢
北
の 

述
命
に
逢
着
す
る
や
、
' そ
れ
迄I

致
協
力
外
部
の
敵
に 

:搲
爭
し
つ
、
あ
つ
た
社
會
民
主
黨
員
も
.內
部
を
顧
る
の 

餘
裕
を
生
じ
、
幹
部
の
政
策
に

»
し
て
是
非
を
論
す
る
，
 

者
あ
る
に
至
づ
た
の
は
、

是
亦

&
然
の
成
行
で
あ
る
。
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社
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論
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勿
論
乙
の
#
^
の
政
策
に
對
す
る
反
對
意
見
に
は
員
趴 

ニ
派
が
あ
つ
た
。
併
し
な
が
ら
、
：幹
部
の
政
策
を
以
て 

あ
ま
^V

に
妥
協
的
な
ぅ

€
な
し
、
旣
往
の
革
命
的
精
神 

を
失
つ
れ
も
の
で
あ
る

^
云
ふ
急
進
派
は
エ
ル
フ
^
ト 

の
大
會
に
於
い
て
退
黨
を
命
也
ら
れ
れ
が
故
に
、
そ

の

”
 

意
見
は
重
大
な
る
問
題
を
惹
起
す
こ
？
な
ぐ
し
，て
終
つ 

て
了
つ
|2
が
ク
是
に
反
し

-0
«
從
來
の
政
策
を
以
て
不 

利
な
り
と
な
し

".

常
而
の
問
題
き
し
.て
は
其
社
會
政
策 

的
在
務
に

ff
l
き
を
置
く
可
し
だ
主
張
せ
な
穩
和
派
の意

：： 

見
は
鐵
內
に
嚣
々
た
る
論
_
を
釀
す
に
、至
つ
た
の
で
あ 

る
，。
而
^>

て
黨
內
に
於
い
孓
こ
の
後
派
の
意
見
を
代
表 

せ
る
有
力
港
は
、v

ク
ァ
リ
ャ
社
食
黛
の
首
値
フ
ォ
ル 

>

ァ
ル(Georg 
く
s
 vollmar)

で
あ
つ
た
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然
ら
ば
何
故 

斯
る
穏
和
意
見
が

m
の
重
大
問
題
と
な
る
に
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つ
た
か
、
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に
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れ
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乙
©
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ル
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の
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解
が
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の
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想
く
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る
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を
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し
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內
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し
て
マ
タ
ク
シ

第
五
號 

七
0 

ズ
ム
に
批
判
を
加
へ
自
ら
フ
ォ
ル
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ァ
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の
運
動
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理
論
的
.根
據
を
與
ふ
る
の
論
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を
出
だ
す
に
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つ
た
か
：

ら

で

あ

る
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も
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こ
そ
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ベ
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シ
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タ
ィ
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)

其
人
で
あ
つ
た
の
で
あ
る
。
而
し
て
所
謂
レ
グ
ィ 

ジ
ョ
チ
ス
ト(

修
疋
主
義
者)

な
る
語
は
、
實
に
こ
のV 

:
 

ル
ン
シ
ユ
タ
ィ
ン
に
ょ
つ
て
代
表
せ
ら
る
、i

派
及
び 

-是
A
J
M想
の
傾
向
を
同
じ
ぅ
せ
る
社
會
主
義
者
を
槪
稱 

.せ
る
も
の
で
あ
つ
て
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此
等
諸

见

想

家

の
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せ

る

主
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.義
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論
を
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グ

"
ジ
J
一：ズ
，ム(

修
正
主
義)

ミ
名
付
く
る 

の
が
常
で
あ
る

。

::

'上
述
の
事
情
ょ
り
し

_て
も
知
4
得
ら
る
、
が
如
く
に 

元
來
レ
ゲ
ィ
ジ
ョ
テ
ズ
ム
は
社
會
主
義
の
內
部
ょ
ら
出

::
:
 

.發
し
て
、
而
も
尙
ほ
社
會
主
義
に
對
し
て
批
剕
的
態
度

:
:
 

を
採
る
も
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
は
社
會
主
義
の
外
部 

ょ
^

TN

し
て
是
が
頭
上
に
鐵
鋪
を
下
さ
ん
ぶレ
す
る
も
の
で 

は
な
{
、
社
翕
中
：義
の
か
•場
に
於
.い
て
之
を
改

落

せ
ん

VJ

す
る
の
運
動
で
あ
る
。
而
し
て
斯

^
連
動
が
獨
逸
社 

會
民
主
«
に
及
.ぼ
せ
し
影
響
の
如
何
に
箸
大
で
あ
つ
 ̂

か
は
、
敢
え
て
荻
に
說
坝
を
要
し
な
い
で
あ
ら
ぅ
。
蓋 

し
從
來
マ
ル

ク
ス
の
敎
義
に
唯
一
の
信
仰
を
駿
い
で
ゐ 

た
人
々
に
ど
つ
て
は
.金
く
驚
異
す
ベ
さ
異
端
邪
說
で
あ
. 

つ
た
か
ら
で
あ
る
。 

.

-而
し
て
今
日
此
運
動
の
代
表
者
を
以
て
目
せ
ら
る
、 

人
は
、
：前
述
の
如
く
獨
逸
社
曾
民
主
，難
の
領
袖
た
る
エ 

ド
アV

ド
，
ペ
ル
ン
シ
-!
タ
イ
ン
其
人
で
あ
る
が
、
併
し 

レ
グ
ィ
ジ
ョ
一
一
ズ
ム
さ

か

レ
グ
ィ
^>

 

ニ
ス
ト
ど
か
运
ふ
名 

稱
は
：ペ
ル
ン
シ 

'
タ
イ
ン
自
身
の
命
名
し「

た
も
の
で
は 

ば
い
。
或
る
大
な
る
黨
派
や
運
動
に
對
し
す
最
初
は
第
：
 

三
者
又
は
反
對
者
が
輕
侮
の「

意
味
を
以
て
與
ベ
た
.名
稱 

が
、
，知
ら
ず
識
ら
ず
の
間
に
其
黨
派
や
運
動
.の
.眞
の
名 

:

稱
ど
な
つ
て
了
ふ
^

云
ふ
：こ
ミ
は
歴
史
上
屢
々
見
る
所 

の
®

例
で
あ
る
が
、(

註
C

此
レ
グ
ィ
ジ
ョ
二
ズ
ム
も
亦 

同
様
に
、
第
三
者
が
ベ
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
一
派
に
對
し 

第
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(
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四
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し
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•派
社
#
注
裁
概
諭

て
無
理
に
押
付
け
た
名
稱
で
あ
る
。C5

n

s
 

o例
へ
ば
中
叶
併
太
，利
の
吹
：馬
派
の
名
啮
バ
タ
ー
レ
ネ
〃 

cptareneo

は
襤
褪
拾
ひ
戴W

云
ふ
意
味
で
わ
り
、
英
國
の
ニ
大
政 

m
r:
る
ホ
牛
少
ク
ス(Whigs)

は
酸
き
牛
乳*
ト
T
リ
ー
ス(Hcries) 

II
盗
賊
^
激
味
し
て
^2

リ
、又
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ン
ト(Protestant)

ク 

H

丨
ヵ
ー(

roaalkeo

の
如
き
も
そ
れ
く
駡
稱
で
あ
つ
て
、
何
れ
も 

最
初
it
促
對
黹
が
眾
倒
の
爲
に
|1
)
ひ
?:
名
稱
で
め
る
。

 ̂

ベ
^
二
.

) wernstein, Der 
匁evisionisBUS

5-
,ru
o
l
 sozialdefnccratie, 

一.

1
9
0
9* ss. 4-5. 

■;

\
,

然
ら
ば
ノ
何
時
の
頃
ょ
ぅV

ゥ
ィ
ジ
ョ
二
ズ
ム
な
る
名 

|

稱
が
用
ひ
ら
る
、に
至
つ
た
か
ふ

に
、

そ
れ
は
決 

一
し
て
古
い
こ
？
で
は
な
い
。
今
ょ
り
ニ
十
三
四
牟
前
の

|

こ
^
で
、

ア
ル
フ
レ
ド
0
 
ノ
！

シ
ッ
ヒ(

A
l
f
r
e

cuN
O
S
S
1
.
5

\

博
士
の
著『

祉
會
主
義
の
修
疋』

(

t
s
e Revision 

des 

一So
z 

一
 a

H
s
m
u
s
o

に
因
ん
で
用
ひ
ら
る
、
に
至
つ
た
の
で 

あ
る
S
三)

ノ
ー

シ
ッ
ヒ
博
士-

の
著
書
は
マ
ル
ク
ス
主 

義
の
理
論
に
對
し
て
批
判
を
加
へ
た
る
も
の
で
あ
つ
て 

ベ
ル
ン
シ
ュ
タ
ィ
シ
の
見
解
に
侬
れ
ば
相
當
立
派
な
る 

も
の
で
あ
るV 」

の
こ
^
で
あ
る
け
れ
r
も
、
今
日
に
於

鉻
：太

狨

.
七
一
'
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れ
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了
っ
て
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然
る
に
其
修
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派
な
る
，名 

»
の
み
は
取
卜
■
さ
れ
て
今
日
も
依
然
採
用
せ
ら
れ
.て 

、ゐ
る
の
で
あ
る

0

(

跳
三〕

Bernstein, a. 

a. 

p
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s. 
5
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K
a
r
r

.oiehl,
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:
b
e
r 
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smus, 

K
o
m
a
u
n
i
s
m
u
s
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tj
cbA

n
a
r
c
u
s
m
v
s.

今 A
u
p
,

 

s. 

3
I
A
.

.

而
し
て
修

IH
派
な
る
名
_
は
、

一
般
に
”
社
會
民
主 

黛
の
傅
統
的
理
論
に
對
し
て
批
判
的
蓮
を
採
る

_
:
7
 

举
義
者
の
雜
て
に
冠
せ
ら
れ

ft
る
.も
の
ど
解
せ
ら
れ
て 

ゐ
る
が
、
併
し
斯
る
意
味
に
於
い
て
は
、
獨
逸
社
會
民 

虫
熬
內
に
於S

て
も
べ
ル
ン
シ
ュ
タ
ィ
ン
以
前
に
旣
に 

修
芷
虫
義
者
が
存
し
た
る
も
の
^
觀

る

こ

ビ

が

出

來 

各
。
即
ち
フ
ル
ノ
。
、

V

エ
ー

ン
ラ
ン
ク
傅
士 

(Bruno 

schoenlaDk)

は
、
一
八
九
五
年
ブ
レ
ス
ラ
ウ
に
開
催
さ

.れ
，.た
'社
會
民
主
戴
大
•

に
於
い
.て
"
農
業
間
題
に
關
し
、: 

農

業

發

逮

の

狀

態

が

旣

.に

理

論

匕

は

相

1 -
し

て

ゐ

る

以.

第M

號 

i
j
 

上
黨
、の
態
度
も
是
に
順
應
す
べ
き
旨
を
主
張
し
、「

考
ぺ 

方
の
修
正
が
黨
內
に
起
が
つ
、
あ

-

ど
.
.宣
言
し
た
.。 

•又

一

A
九
七
.年
に
も
V
黨
の
輿
論
れ
る
困
窮
說
は
最
.早 

一:-
:支
持
す
々
き
で

な

い

、

蓋
し
國
芪
大
多
數
の

7i
c

«の
向 

| 

.上
し
つ

\
あ
る
こ
せ
は
、
獨
逸
の
所
得
統
訐
が
旣
に
之 

立
證
し
，て
，ゐ
る
か
ら
で
：あ
る
ビ
述
べ
て
ゐ
る
。
併
し
な 

が

ら
其
後
興
修

.I
E
の
事
は
遂
ひ
に
沙
汰
北
み
ビ
^
り
、 

又
シ
ょ
ー
ン
ラ
ジ
ク
自
釙
も
之
を
拋
棄
し
て
了
つ
た
の 

へ
で
あ
る
。
S
四)

然
る
に
前
者
ざ
略
ぼ
相
前
後
し
て
ベ 

、
ル
ン
シ
ュ

.タ
ィ
ジ
が
社
會
民
主
黨
.の
#
統
的
敎
義
た
る 

.マ
ル
ク
ス
說
に
»
し
て
嚴
然
た
る
批
刿
的
論
文
を
發
表 

し

^

r
も
べ
ル
シ
シ
：
ュ
.タ
：ィ
ン
.：の
批
刺
た
る
や
シ
ょ
丨 

:ン
ラ
I
Vク
攀
の
批
評
が
單
に
マ
ル
ク
ズ
說
の
諸
命
題
中 

の
個
々
の
も
の
に
關
係
し
た
に
過
ぎ
な
か
つ
た
に
對
し 

て
"其
體
系
の
杀
部
に

:
a

且

9
其
體
系
の
社
會
哲
學 

的
甚
礎
た
る
唯
物
史
ii
k
も
及
ん
で
ゐ
た
の
で
あ
る
。

其

處

で

彼

は

，
遂

ひ

に

-
所

謂

修

J H
派

社

會

主

義

の

頭

目

ビ

看

®

さ

る

V

に

至

つ

た

の

で

あ

る

。

‘ 

. 

:
.

、
- 

■ 

■

……

.

/ 

: 

-

V

;

.
:

.

. 

.

.

.

CII
-四)

.い BC
3
stein, a. 

u
.
:
p
, 

ss* 

5- 6
; DicM, .a. a. 

p
,
. 

.s.

< 

.ベ 

> 
ン
シ,

タ
ィ
ン
は
：1
八
班
0
年
1
月
六
日
伯
休 

に
生
ま
れ
、
今
日
も
猶
ほ
存
命
中
で
あ
る
。
：そ
の
：社
會 

:

.
民
主
黨
の1

員
に
加
つ
た
の
は4

八
七
ニ
年
の
こ
^
.
で 

*:
,つ
和
.が
、
ビ
ス
マ
ル
ク

.の

.社
會
鐵
鎭
腮
独
の
爲
にf: 

八
七
A
部
来
ょ
り
»

逸

を

離

れ

、

:'
;
一 

.一

十
*:
年

の

間

瑞

西
 

及
：び
英
吉
利
に
亡
命
し
た
。.
而
し
て
其
大
部
分
は
偷
敦

.
に
«
-
、̂『

ホ
：I

ル
ク

エ
ル
：トJ

Q
v
o
r
w
s
r
t

0
の
通
信
員 

€
じ
ン
て
活
動
す
る
傍
ら
、

フ
ェ
ビ
ア
ン
M
會
の
人
々
ご 

交
.友
ず
る
所
®
だ
深
つ
：た
；。
：
ミ
の
英
國
滯
在
は
實
に
彼 

.

:

の
生
涯
を
通
じ
て
思
想
の
士
大
轉
！：

期
亡
は
な
ヴ
た

0:
.

で
あ
る
o
即
ち
煅
初
純
#:
た
る
.々
ル
ク
シ
ス
ト
で
あ
つ 

::
和
彼
は
、
：英
吉
利
の
事
物
：に
接
じ
づ
>:
あ
つ
^!
間
に
、

マ
ル
ク
シ
ズ
：ム
7C
の
も
0
に
疑
惑g

眼
を
向
け
ざ
る
を
. 

得
な
/
、
な
つ
た
の
で
あ
る
o

蓋
し
マ
ル
ク
ス
の
豫
言
に 

筋

十

九

卷

(

七
四
七)

，

修汜锨矶#主雜槪論

.
依
れ
ば
、
勞
働
者
は
益
々
貧
_

の
側
に
沈
ま
な
け
れ
ば 

な
ら
ぬ
答
で
あ
る
の
に
V

英
吉
利
の
勞
働
者
の
狀
態
は 

:;
T
場
法
、
勞
働
組
合
"：

消
费
組
$

 

.
に
ょ
つ
て
確
か
に」 

改
善
さ
れ
つ
、
あ
る
の
で
あ
る
。
又
恐
«
ビ

言
ひ
、
資 

| 

.
本

の

集

中

と言
ひ
、
決
し
て
.マ
ル
ク
ス
說
の
通
り
に
な 

つ
て
居
ら
ぬ
。
.し
て
み
れ
ば
資
本
生
義
的
)li
b
會
組
織
の 

一
崩
壊
も
、

マV

ク
ス
の
考
へ
し
が
如
く
近
き
將
來
に
越 

る
も
の
で
は
な
い
で
あ
ら
ぅ
0

*

し

て

然

ら

ばマ
ル
ク 

:ス
說
は
改
訂
の
必
要
を
生
じ
た
る
も
の
^
認
ひ
る
に
至

.つ
^
の
で
あ
る
。
r
く
の
勿
く
し
て
彼
はj

八
九
六
^

.

ょ
6
九
七
年
に
百
>

\
獨
逸
社
#
民
生
黨
の
機
關
雜
誌 

…
『

ノ
ィ
エ
。
ッ
ァ
ィ
ト
J

QNe
u
e

 

Z
e
f
t

0
に
、『

社
會
主
.義

;:
, 

の
諸
問
龅』

ど
題
し
て
連
鑕
論
文
を
寄
ぜ
だ
。
次
ぃ
で 

一
八
九
八
年
二
月
に
も1

論
文
を
公
：に
し
た
。
此
等
•の
.

論
說
は
何
れ
も
社
會
民
主
鐵
內
に
獅
®

せ
る
i a

解
に
，對 

.し
て
批
^
.
を
下
す
を
目
的
と
せ
る
も
の
で
あ
つ
た
が
、

勿
論
彼
の
マ
ル
ク
シ
ズ
ム
に
對
す
る
批
判
は
黨
內
に
喧

.

.

. 

0
M
0 

七
ゴr 

:
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.
修
正
派
社
會
虫
雜
槪
論
.

,

々
嚣
々
た
る
非
雛
を
惹
起
し
"

r

八

九
八
苹
の
ス
ト
-
V 

ッ

ト
J

ト
の
社
會
民
生
黨
大
.會

に

於

い

.て

も

又

其

翌 

年

の
>'
ノ
グ
ア
の
大
#:
に

於

い

て

も

10
:

大
問
題
と
な

:

ヶ
>

非
雛
は
彼
の
頭
上
に
集
中
せ
ら
れ
た
。
カ
ク
ツ
キ 

ィ

(
K
a
u
t
s
k
y
)

は
最
も
痛
烈
に
彼
を
駿
し
又
*

じ
た
リ 

ぺ
I

ベ

ル
W

&

&
も
，
黨
內
に
分
裂
の
生
ず
る
を
防
止 

せ
ん
ビ
努
め
た
^

は

言

へ

：，
彼

の

.主

張

に

ば

極

力

反

對 

し
れ
。f

u
r

ル
ン
シ
ュ
タ
ィ
ン
は
斯
る
攻
擊
に
答 

.へ
ん
が
爲
に
、

ス
ト
:?
セ

ガ
^
,ト
ト
の
犬
會
に1
の
信
書
. 

を
送
っ
た
。
此
書
简
は
べ
ル
ン
シ
ュ
タ
ィ
ン
の
見
呢
の 

總
べ
て
を
可
な
り
明
瞭
に
表
白
せ
る
も
の
セ
あ
り
た
。
 

次
い
で
一
八
九
九
年
に
友
人
の
®

め
に
®

っ
て
、『

社
會 

主
義
の
前
提
せ
社
會
民
主
黨
の
任
務1

,

と
題
す

5
一：書 

を
，公
に
：し

れ

。
此

書

は

彼

の

见

想

を

纏

め

た

も

の

で

、 

所

謂

修
JH
派
社
#

生
義
の
.綱
領
ご
も
言
ふ
ベ
き
6
の
で 

あ

且

っ

今

日

ま

で

マ

ル

ク
ス

に

加
べ
ら
れ
た
種

 々

の
枇
評
中
最
も
有
力
な
る
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
其
所

丨
 

V 

第
五
號 

七
四

說
は
、
著
者
が
眞
正
の
社
會
虫
義
漭
で
ぁ
る
に
も
拘
ら 

中
"

結
周
進
步
せ
る
經
濟
學
者
の
結
論
S

略
ぼ
歸
を
一 

に
し
て
居
る
の
で
ぁ
る
。
此
a

が
彼
の
著
作
の
價
値
ぁ 

一：

る
所
以
で
ぁ
t

又
吾
人
の
典
味
を
唆
る

所
で
ぁ

る

が
、

,
而
も
其
社
會
主
義
に
及
ぼ
せ
し
影
_

の
»

ょ
6

觀
れ
.ば 

彼
の
枇
判
の
遂
が
に
ブ
ル
ジ
a

ア
經
濟
學
者
の
所
論
以 

上
に
出
づ
る
こW

は
> 
.五！：

人

の

冗

辯

を

待

つ

ま

で

も

な 

|

い
の
で
あ
る
0

,

\

::
:,.

:

-
パ

以
上
の
如
く
、
。へ
，ル
ン
丨
シ
-
タ
ィ
ン
は
修
正
派
社
會
丰 

.

義
者
の
首
領

f
看
做
さ
る
：V
人
で
ぁ
る
が
、
尙
ほ
祁
他 

;に
も
修

i£
主
義
者
な
る
名
稱
を
甘
变
す
ベ
き
人
々
は
社 

#
民
主
黨
內
に
も
決
し
て
興
數
に
乏
し
く
な
ぃ
。
例
へ 

.
ば『
社
會
主
義
ビ
農
業』

の
，著
容
ダ
グ

'
ド(

o
r
. 

Eduard 

D
k
d
}、

此
派
の
機
關
雜
誌

r
yチ
ア
リ
ス
タ
ィ
ッ
シ
エ
ン
丨
 

モ
ー
ナ
ツ
へ
フ
テ』0

* sozfalistischs Monatshefte

J 

の
主
宰
者
ブ
口
ッ
ホ(
a
r
. 

Joseph 

B
i
o
c
s
K

他H

y
ム

0
>D,
O
J
f く 

0
3 

E
J
r
x
o
、

7-
-
Mフ 

(
E
<
d
s
G
T
l
a

J
F
"
J
S
O

y:
d

v、

.力
'
A フ
.
.マ
ィ
ヤ—

 

(
p
a
u
l
.
r
l
c
a
m
p
f
m
e
y
e
r
)
、

V

I
ベ

(
P
a
u
l

 

L
6
b
e
)
、

。ホ

イ

ス

(
H
e
i
n
r
i
c
h

 

p
e
s
〕
、

シ
ュ
ミ
ッ
ト 

(R.obert 

S
c
h
m
i
d
t
)
、

シ

ュ

化

ツ(
A
r
t
h
u
r

 

S
c
h
u
l
z
)

等
 

數
多
の
人
々
を
擧
げ
る
こ
ビ
が
出
來
る
。

II
に
獨
逸
社 

會
民
生
龜
に
屬
せ
ざ
る
社
會
主
義
者
中
ベ
ル
ン
シ
ュ
タ 

ィ
シ1

派
と
见
想
の
傾
向
を
同
じ
く
す
る
諸
患
想
家
を 

枚
擧
す
るW

な
ら
ば
、
實
に
遑
な
き
を
覺
ゅ
る
の
で
め

而
も
此
等
多
數
の
思
想
家
の
見
解
は
總
て
_の
鄹
に
於 

い
で
相|

致
し
て
ゐ
る
譯
で
も
な
く
、
ヌ

—
定
共
通
の 

綱
領
を
有
し
て
居
る
次
第
で
も
な
い
。
故
に
通
例
修
正 

«
此
會
主
義
ご
言
は
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
二
派
の
所
，

 

說
を
：指
し 

> 
其
代
表
者
は
ベ
;K
X
シ
ュ
タ
イ
ン
典
人
で

 

ぁ
る

P 
.以
下
吾
入
の
述
べ
：ん
^
ポ
る
蒯
も
寐
ら
べ
,
广ン 

:シ
4
;タ
イ
ン
の
所
論
で
ぁ
る
。

.:

H

 

.

.

旣
に
述
べ
た
る
が
如
く
に
、
ベ
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の

.

笫

十

九

卷(

七
四
九y

修
正
派
：社
會
生
辍
槪
論

見
解
は
典
著r

社
會
■主
義
の
前
提
と
社
會
民
虫
黨
の
任 

.務』

S
一)

に
よ
つ
て
代
表
さ
れ
て
ゐ

る

が
、
此
書
の
目 

如

は

「

社
會
主
義
學
說
中
に
未
だ
殘
存
し
て
ゐ
る
空
想 

'
的
な
考
へ
方
を

-—
*
掃
す
る
.こ
S
に
よ
つ
て
、
社
會
民
主 

ノ

々
義
的
運
動
の
上
に
理
想
的
耍
素
ど
現
實
的
要
素
さ
を 

强
む
る
しC

註
5
に
在
る
と
言
つ
て
ゐ
る
。
此
目
的
に
よ 

I

つ
て
も
旣
に
彼
の
マ
ル
ク
シ
ズ
ム
に
»
す
る
態
度
の
ー 

.1

班
は
推
知
す
る
乙
と
を

#
よ
ぅ
。
而
し
て
今
マ
ル
ク
シ 

ズ
ム
の
重
要
な
る
命
題
を
、
唯
物
史
觀
、
憤
値
說
、
階
級 

'I
鬪
爭
說
、
資
本
集
積
說

>
恐
慌
說
の
諸
說
に
分
て
ば
、

.
 

ペ
ル
ン
シ
ュ
タ
ィ
ン
は
そ
の
總
て
に
對
し
て
修
芷
を
施 

し
て
ゐ
る
。
勿
論
べ
ル
ン
シ
ュ
タ
ィ
ン
は
マ
ル
ク
ス
主 

1

義
そ
の
も
の
、
顚
凝
を
企

|1
し
た
も
か
で
は
な
い
け
れ 

ざ
も
、
若
し
彼
の
要
求
に
し
て
マ\

ク
ス
主
義
の
根
本 

.

.に
關
す
る
改
革
で
あ
り
、
爲
に
マ
ル
ク
ス
主
_
は
根
本 

的
の
立
直
し
を
要
す
る
も
の
か
す
る
な
ら
ば
、
彼
の
要 

求
を
以
て
社
會
主
義
者
マJ

し
て
の
立
揚
に
於
け
る
.マ
ル

'笫
K
號 

七
茧



饿

十

九

卷(

七
五
0)

修
：止
派
社
#
主
.
i
論
：

ク
ス
主
_
の
g
ff
i
で
あ
る

^

«る
も
の
あ
る
は
、
當
然 

の
事
ど
言
は
ね
ば
な
ら
ぬ
？
；マ
ル
> 
シ
ス
ト
の一

派
が
、 

ペ
ルX

ン
ユ
タ
ィ
ン
の
.所
，說
を
以
て

『

マ
ル
ク
シ
ズ
ム 

の
危
機』

ど
し
て
憤
激
し
た
の
も

、
蓋
し
無
®
な
ら
ぬ 

次
猶
で
あ
る
。

s
 I )

u
i
e 

Voraussetzungen des sozialisis.. und die .Aufga*

: 'ben..der.soN

£rLd

n)Inokratie.

(

註 
ニ) 

p
. 

M
. 
O
J 5. 

JOJ
.

:;
マ
A

i
生
義
の
謎
命
題
中
最
重
要
の
意
義
を
有
す
：
 

る
.も
の
：は
、
所
謂
啪
物
史
觀
で
あ
る
。
實
に
唯
：物
史
觀 

は
.
.マル
ク
.ス
學
說
の
全
：體
系
ゼ
通
贳
せ
る
社
會
哲
學
的 

雜
礎
を
成
せ
る
も
の
で
あ
る
。

ン
ゲ
ル
ス
は
こ
Q
唯 

物
史
觀

e
餘
剩
價
値
說
ど
を
以
で
：マ
ル
ク
ス
の
一
一
大
發 

見
で
あ
る

^
な

1>
、「

此
等
に
ょ
ら
_
て

眺

會

主

義

は

一

個 

の
麻
學
ど
な
っ
た

」

i
述
べ
て
ゐ
る
が
、

-ベ
' 

シユ 

タ

ィ

ン

も

亦

こ

の

喵

物

见

觀

を

以

て
:"
マ
ル
ク
ス
主
義 

の

最

も

重

耍

な

る|?
素

^
る

こ
艺

を
8
め

て

ゐ

る
0
旣

:

饿
五
號 

£
ハ

に
唯
物
史
觀
が
マ
"
ク
ス
主
籤
の
金
體
系
を
賞
徹
せ
る 

根
本
法
則
で
あ
る
以
上
、「

マ
ル
ク
ス
主
義
は
原
a
上
唯 

物
史
«

S共
に
成
立
し

"共
に
倒
®
す
る
も
の
で
あ
ゑ
、 

而
し
て
其
史
觀
が
制
限
を
受
く
る
場
合
に
は
其
程
度
に 

j

從
つ
て
爾
餘
の
駆
素
の
地
位
も
共
々
影
響
を
«

る
も
の 

一
.で
あ
る
。
故
に
マ
ル
ク
ス
主
義
の
當
杏
に
關
す
る
如
何 

|

な
る
硏
究
も
、
先
つ
^
の
史
觀
が
妥
當
性
を
有
す
る
か 

|

否
か
、
或
は
有
す
る
ど
せ
ば
如
何
な
る
程
度
ま
で
然
る 

I;

か
ど
云
ふ
間
題
か
ら
出
發
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ」

(

碧一

V

の
で
あ
る
。
然
ら
ば
ベ
ル
ン
シ
ユ

タ
ィ
ン
は
マ
ル
ク
ス 

|.

の
^r

#
史
勸
に
藥
し
て
如
何
な
る
批
.
«を
下
し
て
，ゐ
る 

か
？

一 

S
P

D

 

B

ft>
*
m
s
t
e
i
n
,
a
.

 

a

.

p

,
 

S
S

V
3

2
-
3

3
.

先
づ
べ
ル
シ
シ
キ
タ
ィ

V

の
說
く
所
に
侬
れ
ば
、「

喉 

物
史
觀
の
當
否
に
關
す
る
則
題
は
、
歷
史
の
必
然
独
及

び
其
理
由
に
關
す
る
問
題
で
あ
る
。
唯
物
主
義
者
で

6 

る
々」

-云
ふ
こ
で
は
、
朱
づ
故r

に
總
て
の
現
象
公
物
質

の
必
然
的
運
動
に
遡
^
'し
む
.ゐ

ゼ
沄
ふ
之
艺
を
意
味
す 

る
の
で
あ
る
，。
#;
«!
の
3 1

$(
|
は

、
«'
物

主

義

說

に

從

へ

：

ば
、
備
械
的
過
程

^
し
：て
必
然
に
：行

は

れ

る

も

で

の

あ 

つ
'
,て；、
如
何
な
る
過
程
も
そ
れ
以
前
に
存
す
る
必
然
的 

作
佣
な
く
ん
ば
起
ら
ず
，
次
如
何
な
ゐ
現
象
^
其
物
質 

§

源
因
な
く
し
て
は
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
。
即
ち
物 

囉
の
運
動
が
瓜
想Q

形
體
及
び
意
志
の
汸
向
を
決
定
す 

•

で
あ
つ
て
"
斯
樣
に
此
事
並
に
人
類
世
界
に
於
对 

:-
6
m
て
の
现
象
过
亦
物
質
的
に
必
■
な
る
も
の
で
あ
る 

:

:
*
,
、.
.故
に
唯
物
主
義
を
滕
见
的
解
釋
に
適
用
す
，」

ヾ

」 

梢
、
'激
論
、：I

切
歷
史
王
め
鄯
件
及
：び
發
展
の
必
然
性 

儉
注
藤
す

A
こ
ビ
を
意
味
ず
る
の
で
あ
る
。
喷
物
主
義 

廣
ボVJ

つ
て
»
り
問
题
と
な
る
も
の
は
、；
如
啊
な
る
方 

法
に
：於

い

て『

必
然
性』

が
人
類
の
歷
史
に
行
は
る
、
 

や
、
如
何
な
る
ヵ
の
婴
素
が
歷
史
に
.於
い
て
決
定
的
發 

言
を
爲
す
や
、
，
各
種
：の
力
め
®

*

®

®間
の
關
係
极
如
：
 

_
:哬
、
*
冼
上
如
何
な
る
役
剜
が
自
然
"

®濟
"：

法
律
制
へ
：

節

十

九

卷C

七
五
1)

;
.
多
诋
派
社
會
生
義
嫩
論

度

、

想

：
想

に

.屬

す

石

■や

，

$

5

+
ふ

：こ

.
ぞ

だ

竹

で

.
あ

.る

。

」

 

_

i

四

〕

.

(

註
四)

Bernstein, a. 

a. 

p
, 

S. 

3
3.

マ
ル
ク
ス
は
此
問
題
に
對
し
て
如
何
な
る
解
答
を
與 

.
へ
て
ゐ
る
か
ゼ
运
ふ
に
、
彼
は
人
類
各
時
代
の
物
質
的 

生
產
ヵ
及
び
生
產
關
係
を
決
定
的

.要
素

S
し
て
指
示
し 

て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
日

く
.r

物

®
的

生

活

の

生

產

方

法 

ば

1

般
に
社
會
的

>
政
治
的
"
及
び
精
#
的
生
活
の
過 

程
を
決
楚
す
る
も
の
で
あ
る
。
社
會
の
物
質
的
：生
.產
カ 

似
、
其
發
展
の
一
定
の
階
段

.に
於
い
て
、
そ
の
も
の
が 

從
浓
其
內
に
活
動
し
て
來
た
»
の
，當

時

の

生

產

關

係

或 

は
啦
其
れ
0
法
的
表
現
に
過
ぎ
な
い
所
の
財
產
關
係
ミ 

衝
突
す
る
に
茧
る
。
此
等
の
關
係
は
生
產
力
の
發
®
の 

形
式
か
ら
變
じ
て
之
が
桎
檢
ど
な
る
o
获
に
於
い
て
社 

#

革
命
の
時
代
が
到
來
す
る
の
で
あ
る
。
M

_的
*
礎 

の
戀
動
き
典
に
、
叵
大
な
石
地
上
建
築
の
全
部(

一
0 

の
»
會
猶
意
識
の
形
體
が

ff
l
應
す
る

所
の
法
律
的
並
に

第

五

號
 

七
七
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十

九
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七
九
5

倐
：止*派
社

會

主

鞔

_

論.

政
治
的
の
制
度)

が
、
或
は
徐
々
に
成
は
念
激
に
變
苹 

す
る

。

:

:

.
•
1

の
社
會
形
態
は
、
：ぞ
れ
に
十
分
餘
地 

.の
存
す
る
所
の
總
て
の
.生
衝
ヵ
於
其
發
摩
を
：爲
す
に
先 

立
っ
て
、
颇

ff
i
す
る
も
の
で
は
決
し
て
な
い

o
又
新
ら 

Mた
な
名〗1

層
高
度
の
生
產
關
係
は
、；
そ
：の
も
の
く
物
質
.
 

的
存
在
條
件
が
古
き
社

#
そ
の
も
の

N
胎
內
：に
»
化n

r

 

れ

た

後

で

な

け

れ

ば

"

決
し
て
其
處
に
•现

出

し

來

る

も 

の
.で
は
な
い
。
,

:

ブ
ル
ジ 

' ァ
的
の
往
產
關
係
は 

_
社

#
的
生
產
過
程
の
敵

»
的
形
態
を
跺
れ
る
も
の
、
最 

:
後

0
.も
:0
で
ぁ
.る
。
_
:
:
-
*
: 

..J11

併
、
.
.
.
^
ル■

ジ
.
.ョ.
：
ァ

耻

食
 

の
.胎
内
に
發
屉
し
た
る
籠
ガ
は

、
' 同
時
に
此
敵
對
の 

解
決
に
必
要
な
る
物
質
的
條
件
を
形
造
る

o
そ
れ
故
に 

此

_

會

的

形

態

を

以

て

人

類

社

會

の

前

史

は

閉

づ

る

こ 

,ビ
、
な
る
の
で
あ
る
。」(

驻
：

4
〕

:

(

^
H
J
aL)'warl M

p
r
x
J

N
u
r 

Icritv. dcr: .politiscLS olsnomic. 

VOJr.wort ss. L
V
.
L
V
I
.

.

.

以
上
は
マ
ル
ク
ス
自
身
が
脎
史
的
發

:1
の
丘
に
於
け

第
觅
號 

七
八 

丨
る
物
質
的
關
係
の
影
響
を
述
べ
た
も
の
て
ぁ
つ
て
、

® 

の
唯
物
史
觀
の
骨
子

^
認
め
ら
る
、
章
句
で

*
る
。
今 

此
章
句
を
觀
察
す
る
に
、「

就
中
吾
人
の
眼
に
つ
く
も
の 

■は

『

或
は
徐
々
に
或
は
急
激
に』

ビ
沄
ふ
一
句
の
外
に 

:
存
す
る
其
斷
言
的
句
調
で
ぁ
る
。
而
も
興
第
一一

節
に
於 

い
て
は『

意
識』

W
『

存
在j

ミ
が
非
常
に
銳
く
對
立
せ
ら 

れ
て
ゐ
る
の
で

”
稍
も
す
れ
ば
こ
れ
か
ら
、
人
間
は
歷 

史
的
勢
力
の
生
き
た
道
具
に
過
ぎ
な
い
さ
の
結
論
が
引 

.か
れ
得
る
程
で
ぁ
る
。
而
し
て
こ
れ
は
、
上
記
の
章
句 

に
«
い
た
文
窣
に
於
い
て
幾
分
修

JH
さ
れ
て
は
ゐ
る
け 

れV 」

も
全
體

^
し
て
觀
れ
ば
、
人
類
の
意
識

^
意
愁
ご
_

:は
物
質
的
作
用
に
全
然
從
施
し
れ
條
件
と
し
て
表
は
れ 

て
ゐ
る」

C

註
六
>

0で
あ
る
。

C ；

註
六)

Bernstein, 
p
. 

F 

O
J 

ss. 

3
4. 3

5.

併
し
マ
ル
ク
ス
の
斯
る
見
解
は
、
ベ
ル
ン
、

V

ュ
タ
ィ

ン
の
観
る
所
を
以
て
す
れ
ば
、

一
而
的
な
說
明
に
過
ぎ 

な
ぃ
の
で
ぁ
る
。
そ

れ

は

技

術

的

經

濟

的

要

：素

を

餘

6

.

に
誇
張
し
た
考
へ
方
で

:'
IE
に
人
類
に
は
頭
腦
と
云
ふ 

も
の
、
あ
る
，」

と
を
忘
れ
た
離
論
で
あ
.る
。
.勿

論

議

論 

の
進
め
方
に
ょ
つ
て
は
、
：經
濟

^
要
素
の
影
»

の
み
を 

極
;«
に
誇
張
し
て
考
へ

^
こ
と
も
出
：來

る

し"
又
'經
濟

.
 

LK
の
動
機
ょ
り
も
非
經
濟
的
要
素
に
遙
か
に
强
い
決
定 

力
を
與

ベ
るm

と
も
出
來
る
。
そ
の
何
れ
も
，

r

理
あ
る 

こ

^
で
は
あ
る
が
、
，
併

し

何

れ

に

し

て

も

瑶

な

，る
說
明 

の
相
違
で
あ
る
と

同

■

« :
者

で
も
誤
解
で
あ
る
ヾ
し
ベ 

:ル
：
：
ン
：
i/
:ュ
タ

ィ

ン
.は
«

て
...
居
る
.の
.で
あ
る
ct:
t
七〉

.
T

(

s
.
^

〕

.

.

.
:
td
fD
3
s
t
e
l
n
,

 Der. K.evisionisolus ,in dor.-soz

p-lde.Bccra-

»

つ
て
資
本
論
第
一
卷
序
文
を
觀

る

气

少
な
か
ら 

t

唯
物
史
觀
が

妥
®
fi
l
lに
な
つ
た
夂
.
#を
見
出
す
の 

で
：あ(

る
。
即
ち
資
本
生
義
的
生
產

:0『

自
然
法』

に
關
し 

:て
、「

此
鐡
の
如
き
堅
|2
[
不
動
の
必
然
性
を
：以
て
作
用
し 

*
徹

:̂
る
倾
向
が
問
題
^
あ
る」

£
言
つ
て
ゐ
る
の
に 

そ
の
直
ぐ
次
に
は
、
«:
■
#
は
自
然
に
®
し
た
發
辑
の
形 

第

十

九

卷(

七
五
i

s
修
：止
派
社#
主
a
概

論
;

態
を
分
规
す
る
の

苦

痛

を『
短
縮
し
輕
減
す
る』

-
Wビ 

が
出
來
る
、
く
云
ふ
屢
々
引
用
せ
ら
る
、1

句
が
あ
る
。 

又
エ
ン
ゲ
ル
ス
の『

ア
ン
チ
®
デ
ュ
ー
リ
ン
ク
論』

中
の
歷 

，
史
的
唯
物
主
義
に
關
す
る
說
明

^
於
い
て
は
、
人
間
の 

|

生
產
關
係
に
從
屬
す
る
程
度
が
非
常
に
制
限
せ
ら
れ
て 

ゐ
る
が
如
く
に
見
ゆ
る
。
其
說
明
に
日
く『

總
て
の
社 
|

會
的
變
革
及
び
政
治
的
變
苯
の
窮
極
の
諸
原
因』

は
、

I

::
人
間
の
頭
腦
中
ょ
り
は
寧
ろ『

生
產
及
び
交
換
の
方
法 

—
:の
變
化
の
中
に』

求
む
可
き
で
あ
る
と
。
併
し
べ
ル
ン 

，
シ
ュ
タ
ィ
ン
の
解
釋
に
依
れ
ば
、
旣

に

『

窮
極
の
原
因』

 

に
は
、
興
原
因
と
典
力
作
用
す
る
他
の
種
類
の
原
因
即 

第
二
位
"
第

三

位

：
•等
の
諸
原
因
が
包
含
さ
れ
て 

|
,ゐ
る

:°
而
し
て
斯
糠
な
第1

一
位
"
第
|ニ
位
等
の
股
因
が 

I
大
な
れ
ば
な
る
程
、
窮
極
厥
因
の
決
定
カ
は
益
々
質
的 

V

に
も
又
量
的
に
も
制
限
せ
ら
る
、
、

ぞ
云
ふ
こ
^
は
明 

0
で
あ
る
。
故
に
如
何
に
低
位
に
位
す
る
力
で
あ
つ
て 

も
之
を
無
視
す
る
こ
と
は
、
あ
ら
ゆ
る
數
學
者
の
知
れ

笫
五
號 

七
九
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五
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滌
正
派
社
愈
主
賴
嫵
論 

る
が
如
く
^
、
其
結

*

&
大
の
過
誤
を
生
ず
る
こ
ヾ」

が 

必
；̂
得
る
$

の
‘
で
あ
ク
o .
。(

In
:
八〕

茲
J:
於
い
て
べ
ル
ン 

レ

,
タ
ィ
ン
は
歴
史
的
進
化
の
上
に
働
く
物
質
的
婴
素 

似

外

の

讓

の

力

を

^

®
め
な
け
れ
ば
^
ら
ぬ
ど
由
張 

す
る
の
で
あ
る

0 

(

跳
八
- 

.

Bernstein,《
Die 

volraussetzungen 、
ss.

ci
i
-
1
6

勿
論
べ
ル
ン
ン
，
タ
ィ
ン
も
マ
ル
ク
ス
、
エ
ン
ゲ
ル

ス
は
始
妒
ら
終
ま
‘で
非
經
濟
的
要
素
を
看
過
し
て
了
つ 

介
と
は
沄
は
ぬ
。
否
な
.却
つ
，
て
斯
る
推
定
の
：

'反
證
€
な 

る
f

が
彼
等
の
.朝
期
の
.箸
作
が
ら
數
限
り
な
く
引
用

’
 

し
得
ら
る
、W

言
つ
て
ゐ
る
o
.併
し
ベ
ル
ン
シ
.ユ
タ
ィ 

グ
が
获
で
問
題
ど
爲
し
て
ゐ
る
の
は
程
度
の
.問
題
で
あ 

0

0觀
念
的
諸
要
素
が

li
s
め
ら
れ
て
ゐ
，た
か
何
ぅ
か
と 

一K
-1
.こ
€
で
は
な
ぐ
、
寧
ろ
、
榧
史
に
及
ぼ
す
如
何
な 

名

_

の
_影
響
が
其
觀
念
的
詻
：要
素
に
與
へ
ら
れ
ヤ
ゐ 

ft
かV

云
ふ
こ
^
が
要
職
で
あ
る
。
此
點
ょ
り
?»
れ
ば 

'マ
：ダ 

>
.ス、
.，.
ン̂
ゲA

 

■ス
は
、
元
來
非
經
濟
的

®
素
が
.

第
五
.號 

八
〇

，

耻
會
進
此
の
上
に
及
.ぼ
す
力
^
又
そ
れ
が
生
產
關
係
の 

上
に
及
ぼ
す
反
作
用
匕
を
、
彼
等
後
华
の
著
述
に
於
け 

る
ょ
{
过
遙
か
萍
弱
な
る
も
の
ぞ
認
定
し
た
と
、

ベ
ル

4
ン
シ
ュ
タ
ィ
ン
は
斷
定
し
て
ゐ
る
。
例
へ
ば
エ
ン
ゲ
ル 

一
ス
は
一
八
九

5K
年
十
月

Q
ス
s
o
zp,
I
i
s
t
I
s
c
h
s
A
k
a
d
e
m
^

 

I
 

に̂
登
載
し
た
ニ
通
の
響
節(

一

は

.
一

八

九

〇

年

丨
 

他

は一

八
九
四
年
に
書
か
れ
た
も
の0

に
於
い
.て
、『

法 

;律
の
形
式』

、
政
治
上
法
律
上
哲
學
上Q

學
說
、
宗
敎
上
：

の
意
見
成
は
敎
義t

r

歴
史
の
經
過
に
影
響
を
及
ぼ
す 

せ
共
に
又
多
く
の
場
合
に『

そ
の
形
態
を
專
ら
決
宠』

す 

る
勢
力
で
あ
る
^H

,

め
、「

政
治
"
法
雜
、
哲
學
、
宗
敎

、

:
 

文
學
、
藤
術
等
の
發
達
は
、
經
濟
的
發
達
に
其
®
礎
を
，

:
:置
い
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
が
、
併

し

此

等

の

も

の

は

總

.

\

て
相
互
に
反
動
.し
合
ふ
も
の(

で
あ
る
し
又
經
濟
的
迆
碰 

に
も
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
あ
る」

ミ
述
べ
て
ゐ
る
。

.此

實

.
前
に
述
べ
た
マ
：ル
タ
ス
の
說
ど
は
い

3

、
か

• 

違

.0
た
響

.
S
を
菩
人

'に
，與
ふ
る
も
め
で
，あ
-る
。
併
し
，」

れ
は
決
し
て
驚
く
に
足
ら
ぬ
こV 」

で
あ
る

S
ベ
ル
ン
シ 

、
タ
ィ
ン
は
考
へ
る
？
^
し
如
何

«
る
學
說
で
^
0

て 

k

先
づ
最
初
唱
へ
ら
る
、
場
合
に
は
舊
說
の
維
持
し 

雛
き

If
以
を
立
瞪
す
る
が
爲
に
何
等
疑

a
を
容
る
、
餘 

地
な
さ
形
式
を
採
つ
て
表
は
れ
る
ス
而
し
て
其
後
佝
ほ 

1

層
其
權
威
を
維
持
せ
^
が
爲
に
始
め
誇
張
せ
し
部
分 

を
切
6
拾
て
、
修
芷
す
る
の
が
常
で
あ
る
か
ら
で
あ 

る

o
而
し
て
マ
ゲ
ク
ス
、
：チ
ン

^
ル「

ス
;0
_
物
史
觀
が 

:

後

年

に

至

：つ

て

幾

分

修IE
さ
れ
て

a

る
事
は
エ
ン
グ
ル 

ス
囟
身
も
明
らro

ま
に
！§

容
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

.茲
に
於
い
て
ベ
ル
ン
シ
ュ
タ
ィ
ン
は
斯
ぅ
主
張
す
る 

の
で
あ
る
。「

今
w

lt
物
的
滕
史
學
說
を
奉
ず
る
入
は
， 

其
最
も
發
達
せ
る
形
式
に
於
い
：％
之
を
適
用
す
る
様
に 

餘
儀
な
く
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
_あ
つ
.
て
、

5|
:
本
來
の
形
式 

に
於
；い

て

ぃ

は

な

い

。
；
詳

言

す

れ

：ば

生

產

カ

及

び

^

產 

:

關
係
の
發
展
^

影

響

の

外

に

各

時

代

の

法

律
»

念
 ̂

及
び
偷
现
觀
念
^

滕
史
的
及
び
宗
敎
的
傅
統
精
神
、

並

第

十

九

卷(

七
五
五
V

修
：止
派
社#
主
雜
概
諭

に
地
理
的
並
に
其
他
の
自
然
的
狀
態
の
影
響
を
十
分
に 

斟
酌
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
こ
の1

事
は
、

(

最
早
單
に
古
代
の
探
求
の
み
が
問
題
で
は
な
く
寧
ろ
將 

來
の
發
M
を
考
察
す
る
z
t
が
旣
に
問
題
ど
な
つ
て
ゐ 

■
る
場
合
に
、
又
唯
物
史
觀
を
將
來
ベ
の
指
導
者V 」

し
て 

役
立
代
せ
ょ
ぅ

€
云
ふ
場
合
に
當
つ
て
、
特
に
考
■
 

入
れ
て
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
ビ
で
あ
る
。し(

肫
九) 

而

し

て「

苦
し
何
人
か
>
:
純
經
濟
的
以
外
の
性
質
を
相 

す
る
勢
力
を
カ
說
す
る
乙
と
"
及
び
生
産
技
術
並
に
其 

.

豫
見
さ
れ
た
る
發
達
以
外
の
經
濟
的
耍
素
を
顧
慮
す
る 

乙
ど
を
ノ
初
め
か
ら
高
く
と
ま
つ
て
折
衷
說
ミ
し
て
排 

斥
す
る
な
ら
ば

"
そ
れ
は
歷
史
的
it
物
主
義
を
益
す
る 

「

.ょ
办
は
寧
ろ
之
を
寄
す
る
も
の
.で
あ
.る
K
/
M十

)

と
：

> 
.

^
 

T
'へ
ル
ン
：シ
ユ
，タ
ィ
ン

0

W物
史
觀
に
到
す
る
態
度
の
，.

.大
體
は
之
を
卜
す
る
こ

^
が
出
來
ょ
ぅ
ビ
思
ふ
。

(

独
九)

w
§
g
s-
s-SDie Vorauswetz 
目 gen 、

s. 
A
.

(

註
十)

w.
户
o
“ S. 39.

第
五
號 

八
一



:

第

十

九

卷{

七
71

:六
ノ

修

11
1派
社
#
主
義
概
論

併
し
な
.が
ら
、
歷
史
に
及
ぼ
す
非
經
濟
的
要
素
の
影

響
を
認
ひ
る
な
ら
ば

"
こ

の「

非
經
濟
的
耍
素
が
純
經

濟
的
勢
カ
ビ
相
併
ん
で
社
^

^

©に
罾
■
を
及
ぼ
す
程

度
の
强
け
れ
ば
强
き
程
？
そ
れ
に
從
っ
て
吾
人
が
脎
史

的
必
然
性
ビ
稱
す
る
:̂

の
\
支
视
も
亦
益
々
戀
化」

せ

ざ
る
を
#
な
い
の
で
办
る
タ
然
る
に
：「

科
學
ご
か
藤
術

ビ
か>

 

夥
し
く
多
數U

な
^
る
諸
社
會
關
係

S
か
は
'

今
日
に
於
い
て
は
過
去
の
或
る
時
代
に
於
け
る
ょ
り

:も
、
經
濟
に
從
®
す
る
ご
と
遙
が
に
尠
い
の
で
あ
る
。
或

は
誤
解
を
避
け
ん
が
爲
に

一
籍
朮
確
.に
言
べ
ば
"
現
在

到
達
，せ
る
經
濟
的
發
達
の
狀
態
は
、
觀
念
的
諸
要
素
殊

k

倫
理
的
要
素
に
、
：
傷
時
在
り
じ
ょ
り
も」

層
大
な
る

自
由
活
動
の
餘
地
を

*
し
て
•ゐ
る
，之
が
結
果

S
し
て
、

技
術
的
經
濟
的
進
，化
東
他
の
社
會
制
度
の
進
化
と
の
間

に
於
け
る
因
®
關

係

，は

：
、

v

益
々
間
接
的
と
な
り
、
從
つ

て
前
者
の
自
然
的
必
然
性
は
、
益
々
後
者
の
形
態
に
對 

す
る
規
準
た
ら
ざ
る
|:
:
至

る

の
で
ぁ
石
0(

註
十o

.

第

宄

啟
_ 

八
ニ

C

独
十1

〕 

w
. 

a.:o

ュ Ss. 

4
o
_
4
r

斯
く
し
て
ベ
ル
ン
シ
ュ
タ
ィ
ン
は

茲
に
ー
の
結
論
を 

惹
き
來
る
の
で
あ

^
。r

唯
物
史
觀
は
典
初
め
創
述
者
に 

よ
つ
て
與
へ
ら
れ
し

i
は
#
違
せ
る
形
式
に
於
い
て
今 

一'
,日
吾
人
の
眼
前
に
存
す
る
の
で
あ
る
。
唯
物
史
觀
は

、

:
'
:

 

i

創
述
者
其
人
達
の
手
に
よ
つ
て
發
達
を
遂
げ

"
而
し
.て

n 

創
始
考
そ
の
人
達
に
よ

■つ
て
そ
の
絕
對
的
解
釋
に
對
し
-
 

て
制
限
を
受
け
た
の
で
あ
る
。 

是
は
、
旣
に
述
べ
た
る

が
如
ぐ
に
、
如
何
な
る
學
說
に
も
孩
す
る
歷
史
.で
あ
る
。

:

.

.

.: 

.

j
.

而
し
て
唯
.物
史
觀
は
.、
»*
*

る
制
限
を
受
く
る
こ
^

に
よ
.，
 

j 
.

つ
て
、
其
根
本
思
想
：の
統
.
一
性
を
失
ふ
こ
S

な
く
"

寧

:

\

ろ
眞
に
歷
史
を
科
學
的
に
考
察
す
る
の
學
說VJ

な
る
の 

i
で
あ
り
、
又
斯
く
璐
張
せ
る
意
味
に
於
ぃ
て
の
み
今
日：

：「 

も
尙
ほ
價
値
を
有
す
る
こ
さ
が
出
來
る
の
で
あ

る」

 

cHl
i
十
二)
云
々
ど
論
斷
を
下
し
て
ゐ
る
。

(

註
十
一一)

wernstein, 

p 

P 
〇
.
,

ss. 4I-?

?

ル

V

シ

ユ

タ

イ

ン

が

1

物

主

義

の

膝

史

解

櫸

に

反

對
し
、
.
マ
ル
ク
ス
、

ビ
せ
し
修

JH
は
正
に
以
上
の
如
く
で
あ
る
。
故
に
彼
は 

唯
物
也
舰
に
批
判
を
加「

へ
た
せ
味
言
へ
"
：決
し
で
：唯
物 

史
獅
を
排
斥
し
て
了
つ

^
の
で
は
な
い
。
ft
'#
進
化
の 

.上

.

.に
於

け

る

經

濟

的

要

素

の

.勢

力

を

無

視

し

て

了

つ

た 

の
で
は
な
い
。
た 
>
所
謂
搬
張
し
た
意
味
に
於
い
て
*: 

物
史
觀
を
採
用
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
o
即
ちI

方
に
於 

い

て

は

經

濟

的

要

素

が

：社:#
進
化
の

f
f
i
要
な
る
要
素
で 

あ
る
こ
ど
は
認
容
す
る
ビ
同
時
に
、
他
方

R
於
い
て
は 

經
濟
的
以
外
の
要
素
も
亦
'重
要
な
：る
役
割
を
演
ず
る
も 

の
な
る
こ
ふ
を
主
張
す
る
：の
で
あ
る
。
而
し
て
玆
R
其 

他

.の
要
素
ミ
は
言

ふ
ま
で
も
な 
<
.
理
想
主
義
的
题
素
ヤ 

あ

る

。
，
彼

は

社

會

主

義

の.上
に
唯
物
的
要
_

ど
共
に
理 

想
主
義
的
要
素
を
强
調
す
る
こ
：，£
;
:
に
ょ
つ
で
彼
の
修

1£
:
 

主

_
の
甚
礎
を
集
か
ん
と
し
れ
の
：で
あ
る
。
こ
れ
が
修 

IE
派
社
會
主
義
の
出
發
點
で
ぁ
.ぅ
、
叉
近
世
社
會
、3£
義
，
 

運

動

史

上

に

於

衫

る

意

義

あ

：る
恩
想
の
轉
向
で
：あ

る

，

笫
十
九
卷
ハ
七
五
七

)

修
’正派社

#
主
#概論

要
す
る
に
マ
ル
ク
ス
の

_
物
史
«
以
哲
學
上
々
唯
物 

,
論

i
同
一
の
見
地
に
立
て
，る
も
の
で
あ
る
。
世
に
は
マ 

ル
ク
ス
の
*
物
史
觀
は
彼
獨
特
の
歷
皮
觀
で
あ
ら
世
界 

觀
で
あ
つ
て
、
哲
學
上
の
唯
物
論
^
は
全
然
別
種
の
も 

\

の
で
あ
る

S
主
張
し
、
其
歷
史
觀
が
哲
學
上
の
唯
物
論 

|

に
立
脚
せ
る
こ
と
を

掩
は
ん
e
す
る

論
者
が
あ
る
。

然
 

一
b
唯
物
史
觀
は
哲
學
上
の
ft
物

論

そ

の

も

の
で
は
な
 

い
。
併
し
マ
ル
ク
ス
の
唯
⑽
&
觀
が
哲
學
上
の
唯
物
論 

I

k
同
一
見
地
に
立
て
る
こ
ぞ
は
、
旣
揭
の
一
句「

人
類 

.
の
意
志
が
人
類
そ
の
も
の
V
存
在
を
決
定
す
る
の
で
は 

::
な
く
し
て
、
寧
ろ
反
對
に
人
類
の
社
會
的
存
在
が
典
意 

識
を
決
定
す
る
の
で
あ
る」

云
々
に
徵
し
て
も
明
が
で 

.1 

.あ
ら
ぅ
。

歴
史
の
觀
察
に
於
い
て
唯
物
論
を
採
り
し
マ
ル
ク
ス 

哲
學
上
に
於
い
て
も一

個
の
唯
物
論
者
た
6
し
こ 

S
は
蓋
し
偶
然
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
そ
は
兎
に
命
と 

し
て
旣
に
唯
物
論
は
一
種
の
機
械
觀
で
あ
り
、
又
一
の

笫

五

號

：
八

ミ

.,

ン

ゲ

ノレ

ス

の

歷

史

觀

に

加

'へ

ん



^
十

九

卷(

七
五
八)

修
正
派
社
會
生
葙
槪
論 

物
眞
論
的
必
然
論
で
ぁ
る
。
こ
れ
に

於
い
て
は
人
間
の 

意
志
は
無
視
せ
ら
れ
又
は
非
常
に
弱
い
も
の
と
さ
れ
、 

人
間
は
自
然
の
法
則
の
ま

S
に
支
配
さ
れ
る
ビ
运
ふ
衍 

命
論
に
陷
つ
て
ゐ
る
。

べ
/ル
シ
；
シ
；ュ
：
タ

ィ

ン

ぽ

茲

に

着 

眼
し
た
の
で
ぁ
る
々
；ベV

ン
シ
ユ
タ
ィ
ン
は
歷
史
の
經 

過
を
唯
物
的
、
機
械
的
に
の
み
觀
察
す
る
を
排
斥
し
， 

へマ
.ル
タ
ス
說
を
力V

ト
に
侬
Iつ
て
修
正
せ
ん
と
試
み
た 

の
で
ぁ
る
0
彼
は
旣
に

，

ィ

エ

，
ツ
ナ
ィ
ト第
十

六
卷
に 

登

#
し

た『

社
會
主
韻
に
於
け
る
現
實
的
要
素
ミ
觀
念 

的
要
素』

S

十
三)

芒
®
す
る
論
文
に
於
い
て『
力
シ
ト
に
 

fi
r
れj

は
&
會
主
龜
に
於
い
て
も
或
程
度
ま
で
必
耍
な 

る
旨
を
述
ベ
て
ゐ
る

.。〗

今
又
彼
は

『

社
#
主
義
の
前
提

』 

.に
，
於

い

て

も
"
勞

働

者

：階
：級

は

實

現

す

べ

き

理

想

を

有

，
 

せ
ず

-

4J

の
マ
ル
ク
ス
の
言
に
：反

»
し
*
社
會
民
生
黨
は 

1

人
の

5

ト
即
も
现
想
を
踩
視
じ
物
質
的
要
素
を
以 

て
ii
步
の
最
高
動
力
と
爲
す
は
自
己
傭
瞞
な
る
：こ
ど
を 

系
す
所
.の

カ

ン

ト

を

必

要

と

す

る

强

調

^
て
.
.ゐ
る
の
，

笫
芄
號 

ベ
四 

で
あ
る
。
彼

.の

「

自
由
な
る
人
格
の
形
成
ご
確
保
は
あ 

ら
ゆ
る
社
會
主
義
の
標
準
的
目
的
で
あ
る」

云
々
の
言 

の
如
き
は
、

カ
ン
ト
偷
理
觀
の
延
長
觀
る
こ
ビ
も
出 

來
ょ
ぅ
？:
思
ふ
。(

»
十
四)

.
(

証
十
三〕

CDas realisasche 

das idcologische M
i
e
m
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!!
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四)

c
o
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e
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voraussetz§
gen'”

schIusskapit;al 

f
4
M
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:a.
N
f
D
I

und Bewegun

cra 、
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2
3
3
1.::

B

更
に
べ
ル
ン
シ
ユ
タ
ィ
ン
の
最
も
得
意
く
す
る
所
は
、 

近
世
社
會
の
經
濟
的
發
達
に
對
し

て

マ
ル
ク
ス
の
抱
懷 

せ
る
資
本
集
積
說
'

V

恐
慌
說
、
資
本
主
義
崩
壞
說
を
打 

破
す
る
爲
に
V
事
賞
に
立
脚
甘
る
統
計
的
材
料
に
據
つ 

て
下
せ
る
批
判
で
あ
る
。

.姑
く
マ
ル
ク
ス
說
に
從
へ
ば
、
資
本
家
は
利
潤
を
獾 

る
を
目
的
S
し
て
ゐ
る
が
、
之
が
爲
に
は
餘
剩
價
値
を 

生
淹
し
な
け
れ
ば
.な
ら
ぬ
。
然
る
に
市
場
に
は
競
邻
が

行
は
.る
V

が
故
に
、
生
產

tf
の
價

格

の
引
上
に
ょ

つ

て 

餘
.剩
價
値
を
，捻
出
す
る
こ
さ
；は
出
來
ぬ
。
即
ち
之
を
產 

み
出
す
爲
に
は
出
來
る
だ
け
生
產
費
を
安
く
し
な
け
：れ 

ば
な

6
ぬ
。
所
が
生
產
費
の
，低
下
0
爲
に
取

A
得

る
策 

は
三
つ
あ
る
。
第
ー
は
賃
銀
の
引
下
、
へ
箜
一
は
勞
働
時 

「

間

の

，延

長

、
.而
し
て
第
三
は
勞
働
の
生
產
能
率
の
上
進 

即
も
是
.て
あ
る
。
而
も
此
等

3
策
の
中
第 
一
t
第
こ
？ 

'に
，は

I.

®'
の
限
度
か
あ
つ
：て
無.限
に
.行
ふ
Z
ヒ
は
出
來
：
 

ぬ
；。
結

周

殘

る

所

は

第

！ー

|の
策
即
^
勞

働
組

織

の

.改
善 

ぞ
機
械
の
完
成VJ

に
ょ
つ
.て
.人

間

勞

働

力

の

節

約

を

爲 

.す
の
外
は
な
い
。
然
る
に
餘
剩
價
値
を
產
出
す
る
も
の 

は
勞
働
で
あ
る
か
ら
、
資

本
家
は
：人

間

勞

働

力

を

節

約 

す
れ
ば
す
る
程
、
餘
剩
價
値
を
生
產
し
つ >

 
あ
る
勞
働 

を
し
て
/益
々
其
作
用
を
停
止
せ
し
む
る
こ
ビ：

V
な
る
、 

言
は

k
資
本
家
は
金
の
卵
を
產
ん
で
吳
れ
る
雌
雞
を
撲 

殺
す
る
の
で
あ
る
ボ
結
采
、利
潤
率
の
，低
下
は
徐
々
に 

起
る
。
元
來
利
潤
率
は
資
本
を
生
產
的
に
使
用
せ
し
む 

.
,漭
十
九
稔.

(

七
芄
九〕

：
修
正
派
社
#
主
義
概
論

.

る
誘
因
で
あ
る
か
ら
ノ
若
し
利
潤
率
が

1
定
點
以
下
に 

低
下
す
る
な
ら
ば
、
.生

產

的

企

業

に

對

す

る

衝

動

は

減 

じ
て
了
ふ

"
茲
に
於
い
て一

方
に
於
い
て
は
、
各
個
の 

.活
動
的
な
る
資
本
は
其
利
潤
類
を
確
保
し
增
大
せ
し
め 

ん
ど
努
め
つ
、
あ
る
間
に
、
他
万
に
於
い
て
は
、
生
產 

の
擴
大
に
旣
に
停
滯
が
始
つ
て
ゐ
る
。
茲
に
資
本
主
義 

的
生
產
方
法
の
內
在
的
矛
盾
が
存
す
る

.の
で
あ
る
。
而 

'し
て
資
本
家
は
益
々
餘
剩
潰
値
を
確
保
せ
ん
が
爲
。に
、 

勞
働
往
產
力
の
增
進
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
0
こ
れ 

が
爲
に
は
"
機
械
等
の
利
用
に
資
本
の
益
々
大
な
る
部 

分
が
投
せ
ら
れ
、
賃
銀W

し

て

支

拂

ば

る

、
資

本

部

分 

は
漸
次
縮
少
す

る

こ

な

る

。
そ
こ
で
勞
働
の
生
產 

力
が
增
す
に
從
っ
て
資
本
の
蓄
積
は
愈
々
迅
速
に
其
度 

を
灌
办
る
こ

^
、
な
る

0
其
結
果
、
資
本
中
賃
銀
ど
し 

て
支
出
せ
ら
る
、
部
分
の
割
合
は
翁
々
小

^
な
る
'が
故 

U

勞
働
者
の
地
位
は
：益
々
不

安

其

境

遇

は

愈
 

々
惡
化
す
る
こ
ミ
、
な
る
。
換
言
す
れ
ばj

方
に
於
け

: 

第
茧
號 

八
泯



第
.中
九

岱(

七
六
'9
.
.修
正
派
社
會
主
雜
槪
输
.

る
資
本
の
集
積
は
"
同
時
に
勞
働
者

0:
食
潴
、

隸

JS
3
、
®
落
.を
馓
ら
す
の
で
あ
る
。

他
方
資
本
家
企
業
家
間
に
在
つ
て
も
低
廉
な
る
生
產 

费
に
ょ
つ
て
生
產
を
爲
し
得
る
も
の
即
ち
大
企
業
家
は 

競
邻
に
於
け
る
優
勝
漭
な

6
、
小
企
業
家
は
漸
次
歷 

倒
せ
ら
れ
て
大
企
萊
家
に
併
呑
せ
ら
れ
、
資
本
の
集
義 

せ
共
に
經
罃
の
集
中
を
見
る
こ
ミ
、
な
る
？
同
時
に
現 

社
會
に
於
い
て
は
、
生
摩
は

«
げ

て

^

業

象

の

營

む

所
 

に
委
せ
ち
れ
典
間
之
を
指
鐵
す
べ
き
何
等
の
聯
絡
統
一 

な
さ
が
故
に
"
當
然
爾
要
供
給
の
：不
均
衡
を
來
た
す
。

雷
要
供f

の
不
適
合
起
れ
ば
必
す
恐
條
の
製
双
を

*
た 

す
こ
i
 

>な
る

。

而

し

て

そ

.の

恐

慌

た

る

や

、

乳
囘
を 

:

重

：ぬ
a
度
每
に
益
々
其

^
ぬ
を
⑽

へ
る
。
恐
慌
愈
々
a 

烈
占
な
れ
ば
"
小
企
業
は
之
に
堪
へ
得
ず
し
て
倒
れ
、
大 

企
業
集
中
の
勢
は
益
々
助
長
せ
ら
る
ゝ
の
で
あ
る
。
其 

結
果
、
資
本
は
益
々
少
»:
資

本

家

豪

族

.の
手
に
集
中
せ 

ち
れ
、
火

多

數
の
者
は
無

產
»
者
ズ
な
ら
ざ

る
を
得
な

第

芄

號

八

六

く
な
る
。
斯
く
し
て
結
局
資
本
め
獨
占
は
生
產
カ
の
發 

達
，を
助
く
る
.こ
^
な
く
、
却
つ
て
其
發
達
を
阻
害
す
る 

桎

な

^r

遂
に
資
本
、

M

義
崩
壤
の
時
は
來
る
の
で

あ
る

o
: 

■

-
『

さ

て

以

上

の

こ

す

は

，總

て

正

し

い

で

あ

ら

ぅ

か

』

リ 

先
づ
べ
ル
ン
シ
"
タ
ィ
ン
は
ノ
資
本
主
籤
の
進
化
に
關 

す
る

.マ：ル
ク
ス
說
に
對
し
て
斯
ぐ
問
.を
起
し
つ

\
 

0
 

ら
之
に
答
へ
る
。
日
く「

然
り
、
，ま
た
然
ら
ず」

ど
。
即
ち 

ベ
ル
ン
シ
ユ
タ
ィ
ン
は
、
以
上
め
如
き
資
本
主
義
社
會 

進
化
の

ii
は

『

傾

向

ミ

し

.r
c』

は
正
し
い
も
の
で
あ
る 

ァ〕

ビ
を
認
め
：て
ゐ
：る
。
又
そ
の
理
論
も
現
實
か
ら
猓
つ 

た
も
の
で
あ
る
こ
i
を
！I

め
て
ゐ
る
。
例
へ
ば
利
®
率 

の
低
下
は
事
實
で
あ
る
。
生

.f
f
i
M刺
ミ
恐
慽
も
事
實
で 

あ
る
。
資
本
の
週
：期
.的
破
*
も
事
實
で
あ
る
。
工
業
資 

本
の
集
中
集
猶
も
事
實
で
あ
る
。
餘
：剩
價
値
率
の
增
加 

も
事
實
で
あ
る
。
而
も
べ
ル
ン
シ
ユ
タ
ィ
ン
は
前
記
マ 

'ル
ク
ス

‘說
を
そ
の

.ま

.
\
>
事
實
ぞ
し

T

K容
t
る
を
拒
ま

んV 」

す
る
者
で

あ
る
。
何
と

.な
れ
ば
、
前
記
マ
ル

ク

ス 

::

說
は
常
に
現
實
と
一
致
し
て
，

Q

な
い
、
：
否
な
現
實
と
背 

反
す
る
場
合
が
®
く
な
い
か
ら
で
：：あ

る

。

.
然
ら
ば
、

マ
ル
ク
ス
說
の

«
1 :
は

«
向

€
し
て
は
芷

: 

' 

: 

.

.
,
- 

, 

.

.

.

.

.

. 

f

し
い
も
の
で
あ
ぅ
な
が
ら
現
實
^

ー
 
致
せ
ざ
る
場
合
あ
一 

る
は
何
故
で
あ
る
か

e
云
ふ
に
、
ベ
ル
ン
シ
ユ
タ
ィ
ン

| 

の
觀
る
：所
を
以
て
す
れ
ば
，
其
叙
述
が
不
完
全
で
あ
る
一 

;か
;?
>
で
あ
る
。
即
ち
マ
火

ク
ス
：は
、；
成
場
合
に
は
前
記
一 

'の
矛
盾
を
制
限
す
る
作
用
を
有
す
る
諸
條
件
を
金
然
等 

間
に
附
し
て
居
り
、
又
或
場
合
に
，は
之
を
論
じ
て
ゐ
て 

i
"
:
其
後
其
確
定
せ
る
事
實
を
槪
括
對
照
ず
る
場
合
に
一 

至
る

t
、
.之
を
抛
'棄
し
て
Mr
み
な

：い

0
1?
あ
る
.。
其
結

.

| 

果
>

»立

(
A
n
t
a
g
o
n
i
s
m
e
s

の

社
會
上

に

及
ば
す
影 

，響
が
，
現
實
に
あ
る
ょ
ヶ
は
遙
か
に
强
く
且
つ
一
層
直 

接
的
に
現
は
さ
れ
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。(

註
こ 

.

(

独
ー
.
1 Bernsteinvr Die vcrausseu.ungen、

Ss.

O0
3

I
S
-
1

-

マ
ル
ク
ス
の
斯
く
の
如
き
叙
述
方
法
は
4
資
本
論』 

笫

十

九

卷(

七
>>
1)

ノ
修
汜
滿
社
會
庄
誶
槪
論

第

V

卷
第
ニ
十
三
章
第
二
節
に
於
い
て『

多
數
の
個

 々

「

資
本
家
の
相
互
反
撥』

を
述
ぶ
る
に
當
っ
て
も
、
用
ひ 

ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
即
ち
其
の
際
マ

\

ク
ス
は
、
 

資
本
の
蓄
精
增
進
す
る
共
に
、
資
本
家
の
數
が
斯
る 

資
本
分
散
の
結
果『

多
か
れ
或
は
少
な
か
れ』

增
加
す
る 

旨
を
陳
べ
.て
ゐ

る(

第
四
版
丑
八
九
頁)

然
る
に
そ
れ 

に
緻
く
說
明
に
於
い
て
は 

> 資
本
家
の
數
の
こ
の
增
大 

を
全
然
眼
中
に
置
い
て
ゐ
な
い
。
佥
く
問
題
は
、
|*多
炉 

れ
或
は
少
な
か
れ』

ど
沄
っ
た
丈
で
終
っ
て
了
っ
た
や 

ぅ
に
見
え
る
。
第

一

卷
の
終

b
に
於
い
て
も
、た

 
>『

資 

本
家
豪
族
の
數
が
絕
え
ず
減
少
す
る』

こw

に
就
い
て 

陳
述
が
あ
る
の
み
で
あ
る
し
、
邊
ニ
卷
に
於
い
て
も
又 

之
に
就
い
て
は
何
等
根
本
的
の
變

E
が
加
べ
ら
れ
て
ゐ 

な
い
。
其
處
で
讀
者
が
右
の
所
說
炉
ら
受
く
る
印
象
は
、 

資
本
所
有
者
の
數
が
、
假
令
絕
對
的
で
は
な
い

e
し
て 

も
勞
働
者
階
級
.の
增
大
に
比
較
し
て
、
絕
え
ず
減
少
し 

て
ゐ
る
ビ
云
ふ
こ

i
で
ぁ
る

a

從
っ
て
社
會
民
主
黨
に

第
五
號 

八
セ



筋

十

九

卷(

七
六
二)

修
il
i
派
社
#
主
敦
槪
腧

ザ
於
いV
も
、
資
產
の
集
中
肽
產
業
的
企
業
の
集
中
に
平

" 

行
し
_て
進
行
し
て
ゐ
る

^
云

ふ

觀

念

が

*

通

行

意

見

と.

fs
つ
て
ゐ
る
の
で
あ
る(

#

ご〕

「

往

ニ

)

 

B
e

m
s

t
e

i
:

 

a
.

 

a
i 

p
)

 

s
^

s

t

s

r

併
し
な
が
ら
以
上
の
如
；

j
v

マi

ク
ス
說
は
、v

ル
ン
一 

シ
ュ
タ
ィ
ン
の
舰
る
所
を
以
て
ず
れ
ば
決
じ
て
*

實
に 

合
致
し
て
屈
ら
な
い
の
で
あ
る
。
如

ち

ぬ

づ

第

ー

に

彼| 

は
、
：株
式
會
社
な
る
企
業
形
態
は
必
ず
し
も
資
本
を
資j 

.

本
象
豪
族
の
手
に
集
中
す
る
こ
と
な
ぐ
し
て
夫
經
營
を
一 

可
能
な
、ぢ
し
む
る
も
の
た
る
^
ビ
を
、'指
摘
し
て
ゐ
る 

の
；で

あ

る°
彼
自
ら
の
言
を
借
ら
て
去
へ
ば
、「

株
式
會
一 

〉

ft
な
る
企
業
形
態
は
經
膂
集
中
に
依
る
資
本
集
中
ぞ
云I 

ふ
傾
向
に
對
し
て
、
非
常
に
願
著
な
る
反
對
作
用
を
及

，

I 

ぼ
し
^

ゐ
る
，
の
で
あ
る
。

:'
:
即

ち

脒

成
:#

雅
制
度
は
、
嘗 

て
集
積
さ
^
た
る
資
本
の
廣
汎
な
る
分
散
を
可
能
な
ら 

じ
め

T
而
し
て
個
々
の
資
本
家
豪
族
が
產
業
的
企
業
集 

中
の
目
的
を
以
て
す
る
資
本
の
擅
有
を
、
無
用
な
ら
し

'■ 

笫
2£
號 

八
八

怂
て
ゐ
る
。
假
令
非
社
會
主

_
的

經

濟

學

者

が

"

現

在
 

の
th
會
狀
態
辯
謎
の
爲
に
此
事
實
を
利
用
し
た
ビ
す
る 

も
、
而
も
そ
れ
は
社
會
主
義
者
に
と
つ
て
、
此
事
實
を 

陰
蔽
し
又
は
之
に
言
及
し
な
い
i
云
ふ
现
由
に
は
な
ら 

ぬ
。
寧
ろ
此
事
實
の
實
際
上
の
破
大
と
其
意
義
士
を
認 

_
す
る
ど
沄
ふ
こ
と
が
問
題
な
の
で
あ
る
し
O

S
三)

S
H
O .Bernstein, a. 3. 

O
J 

S
.CO
5
'

而
し
て
此
問
題
は
實
際
の
統
許
を
參
照
す
れ
ば
全
く 

明
白
な
るf

J
W

で
、
此
»

に
關
す
る
世
人
の
觀
念
の
如 

何
に
間
違
だ
ら
け
で
あ
る
か
ゾ
立
證
せ
ら
る
、
の
で
あ 

る
。
而
し
て
之
が
證
明
資
料
e
し
て
ベ
ル
ン
シ
ユ
タ

ィ 

ン
は

先
づ
、
資
本
主
義
的
集
中
の
代
表
的
形
態
た
る
ト 

ラ
ス
ト
の
資
產
分
配
に
關
す
る
統
計
を
擧
げ
て
ゐ
る
。

■:「
一

八
九
八
年
に
設
立
甘
ら

れ

し
英
國
の
縫
絲
ト
ラ 

ス
ト
は
、

ー
萬
ニ
千
三
西
人
ょ
り
尠
な
か
ら
ざ
る
株
式 

所
有
者
を
數
ベ
た
。
其
內
！
|
を
表
示
す
れ
ば
次
の
»
彡

通
常
株
所
布
客
六
、

o

o

o人
：
其

•平
均
貨
木一

、
ニ
〇
◦
馬
鬼 

協
先
株
所
有
密
四
、五
〇
0
人
：

：

.

".

三
、
〇
〇
〇
〃
.

社

愤

#

所

布

教

一
、

八

〇

0

人

：

：

"

.

六

、

0

0

0

 

.

「

細
絲
紡
續
業
者
ト-

V

ス
ト

も

亦
可
な

り

多
數
の
株

主

即

ち

五

千

四

百

五

十

四

人

を

有

し

て

居

义

一

八

九

九
年
に
は
次
の
通
り
で
.あ
つ
た
。

迎

拈

株

所

布

教

ご

、九

〇

四

人

：

：

其

平

均

資

本

六

、〇

o

c

思

苋
 

• 

险
光

株

所

府

者

ー

、八

七

0

人

：

：

"

T

〇

、〇

o

〇

"

:

社

依

雜

所

洧

客

六

八

〇
人

，：

’
//
ニ
六
、〇
〇

0

〃

も
同
樣
で
あ
り
，
大
マ
シ
チ

H

ス
タ
ー
運
河
會
社
の
株 

主
數
は
踹
數
夕
除
ぃ
て
四
馮
人
の
總
訐
き
な
卜
、
リ
ブ 

ト
ン
火
食
料
品
會
祉
の
そ
れ
は
總
計
七
萬
四
千
ニ
百
六
：
 

十
二
人
で
あ
る
。
最
近
に
於
け
る
資
本
集
積
.の1

例
ビ 

し
て
擧
げ
ら
る
、
偷
敦

0
倉
诹
業
ス
ビ
ー
ァ
ス
•
エ
ン 

•ド•

ポ

;̂
ド
は
、
其
總
資
本
ニ
千
六
'|
5
^
馬
克
で
あ
る 

が
、
四
千
六
百
五
十
人
の
株
主
を
有
し
' *.

而

I

の
中 

w
3f
.
w五
十
人
の
少
數
が
一
萬

^

以̂
上
の
.株
式
を
有

笫

卞

九

卷

c

七
六

i
l

i
v

修

J E
派
社
#

主
義
概
論

し
て
ゐ
る
に
過
ぎ
な
い
。
此
等
は
、
集
中
せ
ら
れ
れ
企 

業

の

資

產

の

持

分

が

"

如

何

に

分

散

し

て

ゐ

る
か
と
云 

ふ

こ

^

の
一
一
三
の實
例
で
あ
る
。

:

「

3
て
此
等
の
楝
主
の
總
て
が
、
當
然
所
謂
資
本
家
と 

名
付
け
ら
る
べ
^
程
大
な
る
も
の
ば
か
な
で
な
い
z
€ 

は
、
明
か
で
あ
る
。
勿
論
同
一
の
大
資
本
家
が
、
あ
ら 

ゆ
.る
可
能
な
る
會
社
に
小
株
主
と
し
て
現
は
れ
て
ゐ
る 

こ
と
も
屢
々
あ
る
。
併
し
斯
く
の
如
&
事
實
あ
る
に
も 

拘
ら
す
、
株
式
所
有
者
の
數
と
其
所
有
株
式
の
平
均
額 

ど
は
急
速
に
.增
大
し
つ
、

あ

るこ
と
が
解
る
。
英
蘭
に 

於
け
る
株
式
所
有
者
の
數
は
槪
括
し
て

H
II
を
遥
か
に 

超
過
す
る
も

の

ミ

計

算

せ

ら

る

、
、
而
し
て
此
計
W
は
、 

:單
に一

八
九
六
年
だ
け
を
採
つ
て
み
る
も
"
聯
合
王
國 

の
株
式
會
社
數
が
ニ
寓
ー
千
ニ
百
ニ
十
三
に
達
し
、
其 

拂

込

資

本

が

一

言
 
一
士
一
億
九
千
萬
瑪
克
に
上
つ
て
居 

り
、
而
も
此
中
に
は
未
だ
英
蘭
以
外
で
設
立
せ
ら
れ
し 

「

外
國
企
業
、
國
債
等
は
包
含
さ
れ
て
ゐ
な
い
こ
ど
■を
思

第
五
跛 

八
九

「

棉
絲
ト

ラ

ス

ト

の

ビ

 

I
I -e 
エ

ン

ト
'o
r
ィ

0
-
コ

I

ト



笫

十

九

怨

C

七
六
四〕

修
le
i
派
社
#

主
賤
槪
論

へ
ば
、
決
し
て
過
大
の
見
積V」

は
思
は
れ
な
い
の
で
あ 

る」

c
li
f
c四)
.
.
.
：
.
.

ビ
&

は
«
察
し
て
©

る
の
で
あ
.る
。

■へ
#.
四)

.Bernstein, a..a. 
ss. S5-S7.

更
に
べA

ン
シ
ー
タ
ィ
ン
は
、
：以

上

の

事

實

は

各

人 

の
所
得
の
上
に
も
反
映
し
て
ゐ
る
ビ
な
し
、
：英
國
の
所
，
 

得
統
計
を
揭
げ
て
ゐ
る
。
彼
の
述
ぶ
る
所
に
從
へ
ば

; 

「

■
合
玉
國
に
於
い
て
は
一
八
九
三—
九
四
苹
の
财
政 

_
度
.に
]3
及
び
E

の
項
0.
:べ
鞔
業
利
潤
，
高
»
宫
0 £

の 

地
位
等
ょ

6
得
る
所
得)

に
示
さ
れ
た
㈣

の
、

三
千
渴 

*:
及

び

之

に

超

過

す

る

所

得

を

和

す
る
者

の

數
は
,
七 

十

一

一

與

七

千
一ー，白
七
十
人
に
達
し
た
。
併
し
之
に
は
尙 

ほ

：
土

地

(

地
代
、
小
作
料
：}貸
家
及
び
課
碑
し
得
る
投

K 

ょ
技
得
る
所
得
に
對
し
て
納
稅
す
る
者
が
加
箅
せ
ら
る 

S
。
此
等
の
圃
體
に
屬
す
る
人
々

も
亦
"前
記
の
：納

税

削 

體
と
殆
ん
ざ
同
額
の
納
稅
を
爲
し

て
ゐ
る
，
即
ち
前
渚

の
總
所
得
七
十
億
馬
党
に
對
し
て
後
者
は
六
十
億
馬
克 

の
所
得
を
有
し
て
ゐ
る
タ
而
し
て
後
者
の
團
體
に
悤
す

S
の
8
態

'も
決
し
て
原
則
に
於
い
て
は
之V 」

異
る
所
が 

.な
いH

爲

じ

て

、

彼

，
は

沸

、
，

.獅
等
の
、統
針
を
參
照
し
て 

ゐ
る
。：

今
其 
一
ニ
を
摘
記
す
れ
ば
、「

«
蘭
西
は
マ
;-
ホ 

I
ル
に
從
べ
ば
、
其
總
家
族
擻
八
双
豸
で
ぁ
る
が
、
其 

中
六
百
萬
の
勞
働
者
及
び
十
六
興
の
大
富
豪
に
對
し
て 

W
七
十
萬
家
族
は
五
f

 

i

«觉
の
平
均
所
得
を
有
し 

火
小
ゾ
ル
ジ
ョ
ァ
的
生
活
狀
態
に
在
る
。」

普
®
西
に
於 

；

い
て
は
、
ラ
ッ

y
 
,
の
®
者
の
知
れ
る
が
如
く
に

.

|

八
.
 

，
五

四

年

に

は

千

六

西

三

十

萬

の

人

口

^

、

ニ

千

タ

ー

レ
 

ル
双
上
の
所
得
を
有
せ
し
者
は
僅
に
四
萬
四
.千
四
宵
七
_
 

人
に
過
ぎ
な
か
つ
れ
が
、
；一
八
九
I

I九

五

年

に̂，
、 

約

三

千

三

苗

萬

の

總

人

ロ

中

、

三

士

ー

海

千

ニ

西

九

十 

六
人
が111

千

馬

克

以

上

の

所

得

に

對

し

、
納

稅

し
/
a。

一
八
九
七I

九
八
年
に
は
*
擻

3
十
_

蔺
七
千
三
西
ー

一 

十
八
に
達
し
、
人
口
の
歐
加
率
が
十
割
で
め
る
に
鉗
し 

て
比
®,
的
に
有
福
な
る
諸
階
級
の
層
は
七
倍
以
上
に
增 

大
し
^
。」

|1
1
に
最
近
の
統
§-
[
を
採
つ
て
み
る
も
事
a
は 

第
十

九

卷(

七
六
五
V

修
JT
:
派
社
#
虫
雜
槪
論

0
0 

九0

 

る
納
税
者
數
は

9
 

|1

一

千

馬

克

以

上

の

收

得

あ

る

人

の

數 

を
、
殆
ん
ざ
一
一
倍
す
る
も
の
-̂
见
は
れ
る
。

「

ー
八
九
七
年
五
月
ニ
十
ニ
日
の「

ブ
リ
ク
ィ
シ
ュ
*
レ 

，グ

f

』

に
は
、
英
關
に
於
け
る
一
八
五
一
年
ょ
り
一
八 

八

一
年
に
至
る
間
の
所
得
の
增
大
に
關
す
る
或
數
字
が 

記

載

せ

ら

れ

て

ゐ

る

。

そ

れ

に

從

ふ

と

"

一
五
〇

乃
虫 

一
、
〇
〇

0
勝
の
所
得
を
有
す
る
家
族(

ブ
ル
ジ
ョ
ァ
中
-
 

の 
中
層
階
級
及
び
下
層
階
級
並
に
.勞
働
者
の
最
上
層
貴 

族
階
級)

が
"一

八
五
一
年
に
端
數
を
除
い
て
三
十
萬
、

I

A
八

1

年
に
同
じ
く
九
十
九
蔺V」

計

算
S

れ
て
ゐ 

る
。
此
三
十
年
間
に
人
口
は
ニ
七
對
三
五
の
割
合
即
ち
. 

略
ぼ
三
割
の
增
加
で
め
.つ
た
の
に
、
斯
る
所
得
に
属
す 

る
家
族
の
數
は
ニ
七
對
九

0
の
割
合
即
ち
ニ
十
三
割
三 

分
三
服
餘
の
上
#

を
-；不

し

た

。

而

し

て

今

n
i

は
斯
る
所 

.得
の
納
稅
者
西
五
十
翦
に
達
せ

6
ビ、
ギ
ッ
フ
エ
ン 

(

G
i
s
n

)

は
：概
算
し
て
ゐ
る
。
し(

註
五)

以
上
.ば
英

吉

利

■に

於
け
.
^
?實
，例
•で
め
る
が
、
他
：の
諧

.正
に
以
上V

し
同Y

で
ぁ
る
。(
S

G

s
al)

p
-
a
.
o
.
,
s
s
.
s
6
-
7
.

(

註
六)

a. 

3
.
P
へ SS.

8
7

00

以
上
の
統
計
は
抑
々
吾
人
に
何
を
語
つ
て
ぬ
る
か
。
 

を
は
云
ふ
ま
で
も
な
ぐ
有
產
者
の
數
の
增
如
で
あ
る
？ 

茲
に
於
い
て
べ
ル
ン
シ
ユ
タ
イ
ン
は
一
の
推
論
を
別
い 

て
：日
ぐ

,「

さ
れ
ば
現
在
の
進
化
が
、
.有
產
者
の
數
の
相 

對
的
或
は
絕
體
的
減
少
を
示
す
ノレ
認

定

す

る

は

"
全
く 

誤
り
で
あ
る
。

マ
ル
ク
ス
の
言
の
如
く
に『

多
か
れ
少 

な
か
れ』

で
は
な
く
、
直
ち
に『

ょ
b
多
ぐ』

で
あ
る
。
 

即

ち

絕

對

的

に

も

相

對

的

，に

も

葙

產

者

の

數

は

增

加

し

，
 

つ
：V
あ
る
の
で
あ
る

」

0
1
.
1
3

4.
•

(

註
七)

a. 

a
.
p
s
. 

S3.,

.
然
る
に
從
來
社
會
民
主
*
內
の
通
行
意
見
ミ
な
つ
て 

ゐ

た

も

の

は

、

前

に

も

一

.言

せ

し

が

如

く

に

有

產

者

數 

の
減
少
を
主
張
し
て
ゐ
た
0

で
あ
る
が
、
ベ
ル
ン
シ
ユ
タ 

イ
ン
の
觀
る
所
に
依
.れ

は

趣.る

見

你

.の

支

持

さ

れ

永

れ

.
"第

芄

鉞

，，九
て



-笫
十
九
卷

(

七
六
六)

修
：止
派
社
會
虫
雜
概
論 

っ
^
の
に
は
三
個
の
现

ff
l
が
存
す
る
の
で
あ
る
。
第

一，
. 

は
彼
等
の
刺
用
せ
し
所
得
統
計
は
甚
だ
不
十
分
な
る
も 

の
で
あ
っ
た
こ
ど
、

：
第
二
は
所
得
の
移
動
^
企
業
の
移 

.動

で
を
同

1

な
卜
ミ
舰
取
せ
し
こ
？
、
並
に
第
三
は
社 

,#
由
義
を
以
て
根
本
的
に
‘不
可
避
の
も
の
れ
る
所
以
を 

立
證
し
得
ん
ど
す
る

)il
l
:會
主
義
者
の
.希
望
努
力

.が
、
却

：
 

つ
て
第
二
の
誤
解
を
强
か
ら
し
め
し
K

即
ち
是
で
あ 

る
。(

桃
八)

然
る
に
事
«!
は
茁
に
べ
ル
ン
シ
ュ
タ
ィ
ン 

の
立
證
せ
し
が
如
く
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
社
會
民
主
黨 

マ
が
侬
然
そ
の
活
動
ど
显
込
だ
は
有
產
者
の
數
の
減
退」
に 

懸

つ
て
ゐ
る
ど
磘
信
し
て
ゐ
る
こ

e
は
、
實
に
祉
會
民 

虫
黨
は
實
際
眠
つ
て
ゐ
て
も
好
い
ビ
云
ふ
こ
ビ
を
«

味 

す

る

S
、
な
る
の
で
あ
る

o
故
に
ペ
ル
ン
シ
ュ
タ
ィ

 

y

を
以
て

觀
れ
ば
、
社
會
生
#
の
蒐
込
は
祉
會
の
富
の

減
退
^
&
は
寧
ろ
其
增
加
に
こ
そ
依
存
す
-る

の

で

あ 

る
。(

!:
!
:九)

',
:

H
v
^
o
. 

ixopLiae 
.
W
^
M
K
^
O
M
K
K
B
.
0
M
K
^
V
0 

5
O
^
P
M
K
W

第
*:
璘 

九u

die Aufga

tre der Vclkswirtscbaft, 

1
0
0
2, Ss. 

2
0
-
2
1

 

(

註
九
.

)

.

ttoie • voraussetzungen 、
ss. 

soo
-
s
a

以
上
の
如
く
有
產
者
の
擻
は
增
加
す
る
一
方
で
決
し 

て
減
少
し
な
い
こ
i
を
主
張
す
るW

同
時
に
.，
ベ

"V

井 

一

Is
i

や
ニ
て

.

シ

，
タ
ィ
ン
は
右
の
事
實
に
立
脚
し
て
、
社
會
の
階
級 

:分
岐
も
.從
來
.ょ
.
1填
按
に
-な
：
る

所

：で

は

な

.

~

得

高
に
於

い

て'も
職

業

別

に

於

，い
て
も
著
し
く
多
岐 

.
な

-
^
分

化

し
つ
、

あ
る
こ
ど
を
主
張
し

て
ゐ
る
の
で
あ 

る
。：
即
ち
彼
の
說
く
所
に
依
れ
ば
、
前
頁
所
載
の
圖
は 

所
得

€
財

產

の

發

達

を

：示

す

も

の

で

あ
る
が
、
先
づ
興 

出
發

a.
ビ
し
て
<
圖
の
如
：ぐ
に

|
個
の
土
臺
孖
さ
其
上
：
 

.
に
規
則
正
し
さ
圓
雛
形
を

布

す

る

社

會

の

--
-
*
一
一
 
陵
塔
を
想 

」

像
す
る
。
そ
の
土
臺
石
ば
賃
銀
勞
働
者
階

■
を
，
中
央 

「

の

部

分

は

中

小

ズ

ル

，ジ
ョ
ァ
階
級
を
"最
上
の
部
分
即
ち
：
 

:尖
端
は
大
地
主
と
大
資
本
家
の
階
級
を
示
し
て
ゐ
る
も 

の
ミ
す
る
。
而
し
て
今

：

H V

フ
ル
ト
綱
傾
の
理
論
通
り 

に
社
會
が
發
逄
し
て
行
く
も
の
な
ら
ば
、
第
一
圖

B 

1
C
に
承
す
が
如
ぐ
に
尖
端
は
膨
脹
し
て
頭
ビ
な

b

"中 

:央
部
は
頸

0
如

く

細

く

な

り
::
\

土

臺

石

は

益

々

童

厚

な
 

る
形
を
示
す
喾
で：

办
る
o

然
る
じ
事
：實
は
さ
ぅ
^
つ
て 

屈
ら
ぬ
。
統
計
の
指
示
す「

る
_所
に
依
れ
ば
、
事
實
は
熊 

.1

ー
圖
の
如
ぐ
なっ
て
ゐ
る
。
勿
論
全
體
の
.形
に
は
多
少 

,

變
化
が
現
は
れ
て
"
上
部
は
幾
分
圓
味
を
帶
び
て
來 

:

:
.
笫

屮

九

卷

c

七
六
七)

修
正
派
社
#
主
髋
槪
論

る
，C
即
ち
大
.資
本
家
階
級
：は
：益

.々
S
-
.
K
V
J

な
つ
て
ゐ
る 

が
、
興
他
は
前
と
同
様
の
、ぼ
か
し
に
な
つ
て
ゐ
て
"
土 

:

臺
石V」

最
上
部
ど
の
間
の
如
何
な
る
層
.も
縮
.小
し
て
ゐ 

な
い
の
で
あ
る
。
即

ち

實

_

の

社

會

の

發

達

は

宛

も

手

 

，
風

琴

を
ぶ
ら
さ
げ
て
其
下
部
に
«
を
吊
し
上
部
よ
b
引

，
 

き
上
ぐ
る
が
如
く
に
、
其
階
級
分
岐
は
益
々
®
雜
多
岐
. 

と
な
つ
て
居
る
の
で
あ
る
。(

註
十)

(

驻
十)

Bernstein, ....Der Revisionism

rss in der 

VSONialdem?. 

cratie, ss. 32.33 

• 

:

而
し
て
以
上
の
靡
實
：は
、
假
彡
に
所
得
統
計
及
び
職 

業

統

計

に

よ

つ

.て

經
驗
的
に
確
證
：し
得
な
い
と
し
て
も 

近
世
經
濟
の
必
然
的
結
双
と
し
て
純
演
釋
的
方
法
に
よ 

つ
て
も
立
證
し
得
る
と
彼
は
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
M 

し
近
世
生
產
方
法
の
第1

の
特
色
は
、
勞
働
の
生
產
ヵ 

の
異
常
な
る
增
進
で
あ
る
。
其
結
朵
は
生
產
の
，»
な
か 

ら
.ざ

る

增

大

で

あ

る

、

換

言

す

れ

过

使

用

財

の

大

ia
生 

產
で
あ
る
。
然
ら
ば
、
こ
の
富
は
何
處
に
存
在
す
る
か
。

九
三



锻

十

九

卷(

七
六
八〕

‘
:修
.止
派
社
會
主
錢
槪
論

成
は
直
截
的
に
其
問
題
の
眞

®
に
觸
れ
ん
•か
爲
に
換
言 

す
れ
ば
、
エ
業
勢
働
者
が
兆
勞
鈒
に
よ
つ
て
制
限
せ
ら 

.れ
た

自

己

の

消

费

鸷

以

上

に

^

寧

す

る

餘

剩

生

淹

物
 

は
，
果
し
て
何
人
の
手
に
留
る
か
。
資
本
家
豪
族
達
は
、 

世
間
に
流
布
す
る
諷
刺
よ

b
も
十
倍
も
大
な
る
胃
袋
を 

持
つ
こV 」

が
出
來
よ
う
？
も
、
：
又
其
實
際
街
す
る
よ

6 

十
傺
も
多
數
の
僕
婢
を
傭
つ
て
®
く)
 

Wビ
が
出
來

よ
う 

ふ
も
、
:彼
等
の
泡
費
量
は

_
:民
年
々
，の
往
產
高

に

此

し 

て
は
、
#

に
©
せ
ら
れ
た
羽
^
の
如

き

も
の
に
®
ぎ
ぬ 

で
ぁ
ら
う
。
蓋
し
資
本
虫
義
的
火
生
產
は
特
に

'大
量
生
’
 

產
で
あ
る

”」

€

が
明
か
に
歡
め
ら
れ
て
ゐ
る
か
ら
で

a)
-

旣
に
資
本
'家
豪
族
の
消
#
能
力
に
は
限
り
が
あ
る
ご 

す
れ
ば
、
'彼
等

並

に

其

便

用

人

の

消

費

，せ
ざ
.る
部
分
の 

商
品
は
何
人
の
手
に
收
め
ら
る

i
か
。
そ
は
言
ふ
ま
で

も
な
.く
、
若
し
此
剖
分
か
何
等
力
の
方

^
で
フ
ロ
レ
タ 

«
/
.
エ
火
の
手
に
流
入
せ
ぬ
か
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
他

第
i

九
四 

の
階
級
に
依
つ
.て
吸
收
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
窖
で 

あ
る
。
資
本
家
の
數
の
相
對
的
減
少
の
度
が
進
ん
で

" 

•フ
ロ
、
レ
タ
リ
ア
の
生
活
狀
態
が
良
好
ど
な
る
か
或
は
中 

::.
層
階
級
が
增
加
す
る
か

"
乙
れ
が
不
斷
の
生
產
增
進
が 

\

吾
人
に
許
す
唯
一
の
撰
槔
で
あ
る
。
恐
慌
や
軍
隊
や
其 

|

他
の
不
生
產
的
支
出
の
爲
に
は
非
常
に
多
く
の
浪
戥
が 

行
は
る
、
も
の
で
あ
る
が
、
併
し
近
時
に
於
い
て
は
常 

に
餘
剩
生
產
物
のI

小
部
分
を
吸
收
す
る
に
過
ぎ
ぬ
。
 

故
に
.若
し
勞
働
者
階
級
が

"『

資
本』

が
中
層
階
級
を
世 

界
か
ら
消
滅
せ
し
む
る
ま
で
待
た
ん
ミ
欲
す
る
な
ら
ば 

I:

彼
は
實
に
長
眠
を
貪
っ
て
好
い
喾
で
あ
る
。
蓋
し
資
本 

,は

此

階

級

を

一

の

形

で

剝

奪

し

て

は

復

た

別

の

形

で

常 

一
：に
新
し
く
復
活
せ
し
む
る
で
あ
ら
ぅ
。
經
濟
の
寄
生
的 

分
子
を
吸
收
す
る
の
使
命
を
有
す
る
も
の
は
、『

資
本』 

で
は
.
く̂
て
勞
備
階
級
そ
の
も
の
で
あ
る(

If
:十
一)

ど
言 

ふ
の
で
あ
る
。

)

 

 ̂

H
v
^
o 

^
w
v
l
^
v
o

前
述
の
如
く
に
、
ベ
ル
ン
シ
ュ

ク
ィ
シ
の
論
證
に
據 

れ
ば
、
株
式
會
社
な
る
企
業
形
態
は
資
本
の
分
散
を
可 

能
な
ら
し
む
る
が
故
に
> 
資
本
家
豪
族
も
增
加
す
る

が 

同
時
に
^
れ

以

下

の

大

小

資

本

.家

の

數

も

絕

對

的

に

も 

相

§
5
£
:に
も
.增

大し
.つ
.
、

.

.
あ
る
の

で

.
ある
、：.而
し
て
1:
. 

會
階
級
も
取
純
に
な
る
所
が
却
づ
で
其
所
得
高
に
於
ぎ 

:

聰
樂
另
に
於
き
益
々
植
翁
多
岐
.と
な
つ
、て
居
，る
：z>
で
あ
■ 

る
。
決
し
て
資
本
は
漸
次
其
数
を
減
す
る
資
本
家
豪
族 

の
手
中
に
の
み
吸
收
3
る

、> j 
€
は
な
い

^
云
ふ
の
で 

あ

る

。,.
'
:
然

ら

ば

茲

に

方

而

を

ー

轉

し

て

、
，
企

業

組

織

の
 

點
ょ
り
觀
察
す
れ
ば
典
實
狀
は
果
し
て
如
何
。

マ
ル
ク
ス
說
に
從
.へ
ば
"

農

工

商

業

上

の

競

爭

に

於

い

て

小

企

業

は

.
大

企

業

0
敵

に

非

ら

ず

"
結

局

資

本0 

;集

積

は
£

€
の
€
中
を
件

.ふ
y
t
主
張
す
る

°:又
，株

式

看
.
：
.

 

社
，の
制
.度
は
、
資
本
を
分
散
せ
し
む
る
々J

は
言
へ
、
；大 

經
營
を
可
能
な

ら

し
む
る
も
の
で
あ0

て
み
れ
ば
、
大

筋

十

九

卷(

七
{ハ
九)

修
正
派
社
僉
主
篛
槪
腧

經
營
は
中
小
經
營
を
.
*倒

饼

呑

し

つ

、
あ

る

か

。

是
に

 

對
す
る「

ベ

ル
ン
シ
ュ
タ
ィ
ン
の
解
答
は
，
英
獨
米
佛
等

。
め
實
際
を
通
覽
す
る
に
、
大
經
營
の
中
小
經
營
兼
併
の

• 

- 

• 

....

..

ノ
倾
向
も
決
し
て
マ
ル
ク
ス
說
の
如
き
程
度
に
達
し
て
居 

I

ら
ぬ
ふ
云
ふ
の
で
あ
る
。
以
下
聊
か
べ
ル
ン
シ
ュ

タ
ィ 

ン
の
論
據
ビ
す
る
資
料
を
擧
げ
て
其
理
由
を
質
さ
ん
に 

先
づ
彼
は
英
吉
利
の
X
場
蹬
督
官
の
報
吿(

一
八
九
六 

I

年)

を
觀
察
し
てQ

る
。

，

\

そ
れ
に
從
へ
ば
、
エ
場
法
の
支
配
の
下
に
在
る
エ
場 

|

及
び
仕
事
場(Fabriken 

u
n
d

 

W
e
r
k
s
t
i
t
t
e
n

ノ
に
於
け
る

'勞
働

者

數

は

總

計

！
！
西

三

十

九

海

八

千

九

西

八

十

三

人 

一
で
あ
つ
た
。
其
數
は
猶
ほ
ナ
八
九
一
年
の
國
勢
調
査
の 

指
示
す
る
工
業
從
業
者
數
の
半
に
も
達
し
て
ゐ
な
い
。

ち
^
國

熱

nf
A
lr
の
數

a

m
il
r
lt
^
^
 ̂い
て
九
百！ .1 
蔚 

五
千
九
百
二
人
で
あ
つ
れ
。
其
處
で
工
場
監
督
官
の
報 

:吿
に
洩
れ
て
ゐ
る
數
は
四
百
六
十
一
一
萬
六
千
九
百
十
九 

人
で
あ
る
が
"
其
中
四
分
の1

乃
至
三
分
のi

は
，
其

第
五
號 

九
泜



;

第

十

九

铪

(

七

七〇
：
}

修

]£
派

社

贫

虫

碗

槪

飾

國
勢
調
査
に
列
擧
せ
ら
れ
し
生
產
部£

の
禀
業
經
營
者 

及
び

:1
:
埸
法
に
支
.配
さ

れ

ざ

る

中

規

模

大

_

模

の

經

營 

■に
從
事
す
る
激
と
し
.て
數
：ふ
こ
 

< が
出
來
る
。
殘
る

« 

數
三
苗
萬
人
は
小
規
模
經
營
に
於
け
る
使
用
人

S
小
親 

方

^
で
あ
る

'0
'

又H

場
法
の
下
に
在

，石
四
：百

萬

の

勞

働

者

は

總

訐

十 

六

風

九

西

四

十

八

の

エ̂
及

び
&

«場
に

分

布

^

れ
て 

ゐ
れ
炉
ら
、
之
をT

經
營

！

J

就
い
て
平
均
す
れ
ば

"
，ニ 

十
七
入
乃
茧
一
一
十
八
の
勞
働
者
で
あ
る
。

若

し

H

場
ビ 

仕

事

場w

を
離
し
て
_
る
な
ら
ば
，、
:エ
場
七
捣
六
千
一
一 

苗

七

十

九r

其

勞

働

者

三

评

七

十

四

萬

三

千

四

百

十
< 

人

、
仕
辦
場 

<茁
千
六

|5
六

十

九

"

其

勞

働

者

六

十

五 

捣
深
千
五
西
六
十
五
人
で
あ
る
。：
之
を
平
均
す
れ
ば
勞 

働

者

は1

土
場
に
就
きH

十
九
人

y
:s
一
仕
事
場
に
就
き 

.八
人
で
あ
る
。
一

H

場
に
就
き
四
十
九
人
の
勞
働
者
ビ
，

m

ふ
平
均
數
は
、
X

®

ど
し
て

発
記

さ

れ

た

經
營
の
少 

丨
S

も

三

分

の

1
1

は

六

人
®

至
五
^

<

の
勞
働
者
を
有

,
谘
五
號 

九
六

す
る
中
經
營
の
部

.類
に

屬

す

る

"

從つ
て
五

十

人
莕
し 

I
く
は
そ

れ

以

上

の

勞

働

者を
有

す
る
經

營

は
多
ぐ
ノ
レ
も 

■ 
ニ

萬

乃

至

ニ

萬

五

千

V 」

な
ぅ
、
總
計
約
三
西
萬
の
勞
働 

者
を
代
表
す
る
こ
s 

Vな
る
こ
と
令
^

示
し
て
ゐ
る
の 

一
で
ぁ
る
。
J
gic
に
運
輸
業
に
從
事
す
る
W
十
七
®

千
九 

:

百
九
十
人
の
中
最
も
多
ぐ
見
積
つ
て
も
四
分
の
三
が
大 

一.經
營
に
屬
す
る
も
の

.

W

し
て
其
數
を
八〔

算
す
る
ミ
、
大 

_
經
營
の
勞
働
者
並
に
從
業
者
の
全
數
は
三
西
五
十
萬
人 

「

乃
至
四
百
萬
人
と
な
り

"
是
に
對
し
て
五
西
五
十
^
人
:

|

以
上
の
中
小
經
營
從
業
者
が
對
立
す
る
こ
ど
、
な
る)

|

其
處
で
ベ
ル
ン
シ
ュ
タ
小
ン
は

1

斷
定
を
下
し
て
言
ふ
、
，
 

I
I故
に『

世
界
の
仕
事
場』

は
尙
ほ
遥
か
に
、
世
人
の
想
像 

一
す
る「
か
如
き
程
度
に
於
い
て
大
工
業
の
手
中
に
®
し
て 

::
は
居
ら
ぬ

0
杏
な
寧
ろ
產
業
上
の
經
營
は
、
英
帝
國
に: 

,
於
い
て
す
ら
も
非
常
に
多
様
の
分
岐
を
示
し
て
居
り
、

而
し
て
大
小
如
何
な
る
程
度
の
經
螫
も
求
だ
興
段
階
か 

ら
消
失
し
へ
た
も

0
ば

：な

'い
の

で

.6
る

O
L(

註T )

.

(

註 | )

へ

i 

voraDssetzung8uss、

め 

4V6
5

.

右
述
の
斷
定
を
確
謙
す
る
爲
に
ノ
論
者
は
觅
に
獨
"

«:
、
米
，
瑞
、
塊

等
の
諸
國
の
統
計
を
詳
述
し
て
ゐ
る

0
 

今
其
大
要
を
摘
記
す
れ
ば
、

一
八
九
五
年
の
獨
逸
產
業 

統
計
を
觀
る
も
倾
昀
は
大
體
英
哲
利
の
そ
れ
と
同
一
で
一 

.あ
ふ
,
即
ち

大
工
業
は
一
八
九
一
年
の
英
吉
利
の
狀
態 

S
殆
んV

•同

1:

の
地
位
を
生
產
上
に
占
め
て
ゐ
代
。
大
へ
|
 

經

營

へ

，
の

進

化

は

«
く
可
き
速
度
を
以
て
完
成
さ
れ
、：| 

普
© :
西
に
於
い
て
は

罾

業

勞

働

者

の

ー

ー

®

A

を
が
大
工
'■ .'
一
 

業
に
屬
し
て
ゐ
た
。
，そ
れ
に
も
拘
ら
ず
仑
の
大
部
分
は 

尙
ほ
中
小
經
營
に
€

て
ゐ
た
の
で
あ
る
。

.：1
A -
九
五 

年
の
產
業
從
郫
渚
千

0
|
1十

:£
黹
人(

の
唞
丨
三
西
萬
人
/
|
,

 

を
多
少
超
過
す
る
部
分
が
大
經
營
に
、
ニ
西
五
十
禹
人j 

が
中
經
營(

六
人
，乃
茧
ニ
十
人)

に
、
而
し
て
四
西
七
十 

五
萬
が
小
經
營
に
落
ち

.て
ゐ
た
。
.其
他
手
工
業
の
親
方 

は

尙

ほ

西

ニ

十

五

捣

人€
詫
せ
ら
れ
た
C
彼
镣
エ
匠
の 

«
は
一
八
九
五
年
頃
に
■至
つ
て
"
五

®

の
職
業
に
於
い 

第
十
九
卷
ス
セ
七
一

)

修
；JL
派
社
#
光
鷀
槪
諭

て
は(

人
口
增
加
に
此
し
て)
絕
對
的
に
も
相
*
的
に
も 

:

增
加
し
、，九
種
に
於
い
て
は
嗰
絕
對
的
に
の
み
增
加
し
> 

而

し

て

+

一

 
種
に
於
い
て
对
絕
對
的
に
も
相
對
的
に
も 

減

少

し

れ

。
佛

蘭

西

及

び

塊

太

刹

に

於

い

て

は

’工
業
勞 

働
者
數
は
農
業
：從
缆
者
數
：ょ
り
も
少
な
く
、
前
著
に
在 

り
て
は
農
業
は
全
人
ロ
の
四
割
七
分
三
厘
を
占
む
..る
に 

對
し
て
エ
業
は
僅
か
：に

11

割
五
分
九
厘
を
示
し
て
居

0 

(

.八
九
四
年
の
國
勢
職
赍
S

後
若
に
於
い
て
は
農
菜 

は
人
口
の
五
割
五
分
九
厘
を
工
業
は
其
一1

割
芄
分
八

M 

を
占
め
て
ゐ
る
。
而
も
怫

II
西
の
エ
槳
に
於
い
て
は
、
 

m

百

H

:+
m
人
の
從
業
者
に
對
し
て
百
萬
人
の
獨
立
營 

業
者
が
ぁ

b
ノ
燠
太
利
に
於
い
て
は
、

一
一西
二
十
五
® 

の
勞
働
者
及
び
B

fl
f
JR
に
»
し

て
六
十
黹
人
の
獨
立
營 

業
者
が
ぁ
つ
た
。
端
西
は
，十
ニ
萬
七
千
の
獨
立
犄
業
者 

に
對
し
て
四
十
萬
の
勞
働
者
を
工
業
界
に
布
し
て
居 

る
。
更
に
亜
米
利
加
合
衆
國
の
丁
1業
に
至
つ
て
は
、

一
 

經
營
に
就
き
此
較
的
多
數
の
平
均
勞
働
遨
を
有
し
て
ゐ

: 

浓

.-
/
!
號

^-

セ
，
.



浓

卞

九

铪(

七
セ
ニ)

修
正
派
社
會
卞
；鷀
概
输

る
。
即
ち
エ
業
經
營
の
數
三
十
芄
酈
五
千
四
辟
十
五
に 

舞
す
る
三
两

:&
十
茁
の
勞
働
者
、
換
言
す
れ
ば
一
對
一 

〇

の

比

で

あ

る

が

、

併

し

こ

れ

て

も

普

©

西
產
業
統 

wf
の
數
を
全
街
通

11
し
て
将
る
平
均
數
ど
始
ん

r
同
一 

I
で
あ
る
.。
其
上
其
國
勢
調
查
の
記
錄
を 
一
®

詳
細
に
觀 

察
す
る
な
ら
ば
、

一.
M

®に
就
き
^
均
五
人
及
び
そ
れ 

以
下
の
勞
働
者
を
«
傭
す
る
：無
數

:0
製
造
業
を
見
出
す 

.の
で
あ
る
。
例
へ
ば
三
茁
七

]•
!■ニ
十
三
人
の
勞
働
渚
を
.
 

，
有

す

る

九

西

十

ヶ

所

の

農

具

製
_造
‘エ

揚

、

.
千

九

哲

九

十
 

三

人
0:
勞

働

漭

を

有

す

：る

三

十

五

の

維

需

品

エ

場

、

三 

.

.千

六
！?

三
十
八
人
の
数
働
者
を
有
す
る
ニ
西
五
十
一
の
.
. 

人
造
羽
毛
並
に
造
花
エ
揚
等
の
如
き
も
の
で
あ
る
。

，.

(

註 

5
 一： 

：

：

.

S
 
ニ) 

p F 
O
J gg 

96-U

以

上

の

諸

事

實

を

舰

察

し

て

結

屈

V

■
ル
ン
シ 

'
タ
ィ 

ン
は
、「

若
し
工
業
の
諸
部

門

に

於

い

で

絕

べ

ざ

る

技

術 

の
®
步
ビ
經
營
の
集
中
ミ
が
、
：
今m

熱
狂
的
保
守
論
者

第
**.
號 

九
八 

も
殆
ん

r
秘
密
に
す

.る
を

得

ざ

る

程

の

意

_

を
有
す
る 

:

事
實
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
產

業

の

全

部

門

に

.
於

い
 

て
中
小
經
營
が
大
經
營

S
併
存
し
得
る
能
力
を
示
し
て 

:
ゐ
る
こ
ぞ
も
亦
>
前
者
に
劣
ら
ぬ
動
か
す
可
ら
ざ
る
事 

J
:

實」
(

註
ー
1

)

で
あ
るM

 V 」

を
確
信
す
る
だ
同
時
に
、「

大 

,
1

經
營
は
中
小
經
營
を
吸
收
併
呑
す
る
己
ど
な
く
、
寧
ろ 

|ぺ
大
經
營
は
大
經
營
ビ
し
て
中
小
經
營
と
相
併
ん
で
發
達 

|

し
、
た>

極

小
經
營
の
み
が
絕
對
的
に
も
相
對
的
に
も 

:

減

少

し

つ

、
あ

る

」
(

評
四)

旨
を
主
張
し
て
居
る
の
で 

あ
る
。
然
ら
ば
何
故
實
際
の
狀
況
は
、
世
人
の
豫
想
を
邀 

—
切
つ
て
中
小
經
營
の
存
續

S
興
典
を
可
能
な
ら
し
め
て 

ゐ
る
か
ど
云
ふ
に
、
論

渚
の
a
る
所
を
以
て
す
れ
ば
三 

一"
個
の
现

ff
i
の
存
す
る
も
の
が
あ
る
。

第
一
、
多
く
のH

業
と
一K

ふ
も
の
は
、
大
經
營
で
も
小 

:經
營
で
も

®
み
得
る
も
の
で
あ
り
、
且
つ
此
等
に
於
い 

.
て
は
大
經
營
の
中
小
經
營
に
優
る
利
益
な
る
も
の
は
、
 

小
經
營
に
本
來
特
有
の
别
益

;|
:;
ょ
つ
て
も
相
殺
さ
れ
ぬ

程

重

要

な

る

も

の

で

は

な

，い
。
こ
：の

'事
が
、〗

㈣
を
擧
ぐ 

;:
:
れ
ば
"木
材
"皮
革
"金
馬
等
の
加
工
業
に
眞
實
な
る
は

、
::
,
'

 

旣
に
世
人
の
知
る
通

’
で
あ
る
。或
は
又
こ
れ
が
爲
に
、 

大

工

業

が

製

造

過

程

の

半

分

ヒ

：か
四
分
の
一
一

■?
か
を
實 

:行
し
>
.小
*
營

が

最

後

の
$

を
爲
す
と
：云
ふ
が
如S
ゾj 

分
業
が
發
往
す
る
の
で
あ
る

。

'
V 

.

.

.
i 

:
i

 

第v
r

生
產
物
を 

.必
要

S
す
る
揚
合
に

.は
、
：多
ぐ
は
小
經
營
の
方
が
有
利
一 

で
あ
る
。
之
が
適
例
は
«1
_
製
造
業
で
あ
る
。
：啦
技
術 

の
點
ょ

彡

«

.れ
ば
斯
る

製
造
業
も

夙
に
大
工
業
に
獨
占 

か
れ
：たt

i
t

あ
る
が
、
:-
:
:尙
ほ
泄
数
者

S
直
接
取
別
が
出
:.
'
| 

來
る
と
云
ふ
1
由&:

ら
中
小
經
營
は
：今
日
も
其
地
步
を
一

，占

)̂
'
て
ゐ
る
の
で
，あ
る
。
 

.|

齡

三

は

、
，
大

經

營

そ

の

も

の

が

、

一
部
分
は
大
贵
生 

.摩

及

び

是

に

伴

ふ

作

業

材

補

助

材

料

、
半
製
品)

の
：
:,
;
:

:

價

格

の

低

落

に

ょ

o

'

:
一

部

分

，は

資

本

の

相

S

反

撥

並
::
. 

k

勞

働

者

の

『

解

放』

に

ょ

つ

て>
 

比

較

的

^

小

中

經

營
.

-

笫
‘叶
九

卷(

七
七
三)

修
正
派
社
會
主
義
概
输

を
產
み
出
し
て
ゐ
る
ビ
云
ふ
己
と
で
あ
る
。
即
ち
典
揚 

合
に
は
、
前
に
述
べ
た『

株
主』
が
重
要
な
る
役
割
を
努 

め
る
の
で
あ
るC

蓋
し
市
場
は
極
く
少
數
の
百
萬
長
者 

を
當
て
に
し
て
ゐ

^
の
で
は
、
實
際
生
活
す
るM

ど
は 

.

.出
來

ぬ

多

數

の

且

つ

t
次
^
加
す
る
所
謂
有
福
者
の 

存
在
を
看
過
す
る
こ
ど
は
出
：來
ぬ
。
即
ち
此
等
の
入
々
し 

の
奢
侈
品
は
殆
ん
r

a
て
、
最
初
の
內
は
丨
而
し
て
興 

大

多

數

は

其

後

も

引

續

い

：
て

ー

中

小

經

®
に
於
い
て
製 

作
せ
ら
る
、
の
が
常
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
o(

独
五)

(

S

D
 

p
. 

a

.

p

S. 

900 

(

能
.四)

.

.
p a. 0

: .s. 

i
o
o

 

(

.訪
i£) 

p 

M
.
. 

gg“ 

g
s
-
l
o
o

以
上
は
單

r-
H
業
に
就
：い
て
の
み
の
觀
察
で
あ
る
が

'
 

論
者
は
觅
に
商
業
の
實
狀
を
も
調
査
し
て
、
結

局

大

規
 

模
小
賣
商
店
の
急
激
な
る
發
達
に
も
拘
ら
ず
、
小
規
模 

並
に
中
規
模
商
業
の
倚
ほ
.，ょ

く

其

地

步

.
を

占

め

つ

、

あ 

る
こ
ど
を
斷
言
し
て
居
る
の
で
あ
る
。

一
例
^
し
て
普

第
芄
號 

九

九



節
十
九
.卷

(

七
セ
四)

修
正
派
f

主
餞
概
論

得
西
に
於
け
る
商
業
施
に
交
通
業(

鐵
砠
友
び
郵
便
事 

業
を
除
く〕
從
業
洛
數
を
淼
示
す
れ
ば
次
の
如
く
で
あ

從
槳
泝
败
r.
ょ
る
經
锬
の
秫
別

ニ人来滿の經锬 

三丨

_
4
:人

Q

^

'
㈣
 

六一

0
.人
の
輕
參 

'

艽
一
人
以
丄
の
經
铿

僧
加
率

從

:'
:
業
.：
指
..

：

败
丨
:

1八八瓜¥

:
ニ
八
益
年
.

;四
ニ
、裝
九-:
.
:̂
七
、
泣
六
.: 
l
l
v
K
%

1

七
六
、
八
六
七':
證
3

ー
；一:
:

旮
。
四%'

1̂
、l
r八
.
：
！
！

lOiTQ 
七八 

V
 一
翁 

竞
ノ
ハ
ー
几
5N『

s
>N
s
f
^

■ 

X:.■ 

-
>
^
3
 ̂
0

0

.右

0
比
率
に
ょ
っ
て
«
れ
ば
增
加
は
：火
經
營
に
於
い 

て
最
も
大
で
あ
る
が
、
併
し
大
經
營
の
代
表
す
る
所
は 

全

體

：の

五

分

を

超

過

す

る> 

僅
少
で
あ
る
。
小
商
業 

に
對
し
て
殺
人
的
競
带
を
爲
す
も
の
は
大
商
業
で
は
：な 

く
，
却
っ
て
小

g

mが
相
互
に
其
能
力
だ
け
の
競
维
を 

爲
す
の
で
あ
る

。「

而
も
其
割
合

^
劣
敗
者VJ

な
る
も
の 

.は
少
な
く
*
大

小

各

_

の

經

營

ゆ

何

れ

も

其

姿

を

か

く 

し
が
も
の
は
な
い
。
就
中
录
大
の
增
進
を
示
せ
る
も
の

'鐘

號

1

8

,の
中
小H

業
併
呑
を
信
ず
る
の
幻

.影
た
る
と
等
し
く
、
 

資

本

家

的

大

商

業

の

^

小

商

業

吸

收

を

期

待

ず

る

も

亦 

空

想

れ

る

を

免

れ

ぬ

w
。
(

s

o

c
f
f
i
ハ)

o
;
fy
s
-

1
0
1
-
1
0
2

小
规
模
の
中
經
營
で
h

故

に

彼

は
^E

ふ

大1-4

業

:
更
に
從
穿
の
社
會
主
義
學
說
ビ
甚
し
く
背
致
す
る
も 

の
は
農
業
で
あ
り
、
農
業

.に
在

づ

て

は

、

商

エ

業

に

於 

け
る
大
經
營
へ
の
移
動
が
豫
想
ょ
り
も
緩
慢
に
行
は
る 

、
に

過

ぎ

ぬ

に

對

し

て

"

其

靜

止

又

は

其

縮

少

を

す

ら 

示
し
て
ゐ
る
こ

V
JJr
p
ベ
-ル
ン
シ
ュ
タ
'ィ
ン
は
立

®
し 

て
ゐ
る
の
で
あ
る
、

此
場
合
^
も
論
者
は
可
な
り
精
密 

な
る
統
計
を
引
用
し
て
ゐ
る
が
、

一

々
之
を
說
述
す
る 

の
爝
し
含
を
慮
6
興
ー
ニ
を
槪
記
す
る
に
止
め
ょ
ぅ
。

先

づ

獨

逸

の

狀

態

を

觀

る

に

"
：
ー
八
九
五
苹
の
調
査 

は1
八
八
ニ
年
の
そ
れ
に
比
し
て
"
中

經

營(

五
乃
至 

ニ
〇

へ
ク
タ
ー
ル)

の
部
類
に
比
較
的
最
大
の
增
加
を

示
し
て
ゐ
る
、
即
ち
約
八
分
の
增
加
で
あ
る
、
而
し
て 

其
有
.す
る
.土
地
0
積

0,
%
加
は
.*-
*.曆
大
で
、
九
分
に
達

し
て
ゐ
る
* 
く
れ
に
顧

け
る
小

邂

營C

ニ

乃

至

五
へ
夕 

タ

！

ル)

は

、

塑

ー

位
0
太

增

加
4>
:
示

し(

三

分

五

厘

，

の

經

霉

加

と

八

分

の

而

椒

垧

加

で

あ

る

。
:
極

小

經

營

、
 

(

ニ
へ
ク
タ
ー
ル
以
下
い
枓
五
分
八
逋
の
ゆ
⑽

を

爲

し

、

M

而

職

は
一
割
二
分
の
增
加
で
あ
る
。
旣
に
幾
分
資

本

I. 

主
義
的
な
る
：大

農

經

營

(

二
〇
|
一
 

〇

〇
へ
：
ク

タ
I

ル
V 

の

示
し

た
增

加

は
奈
ぐ

一
分
に
も
達

せ
ず

’
そ

れ

も

全 

然

林

業

に

餾

す

る

。
而
し
て
.大

經
®

c

: 

1

6

0

へ
ク
タ
一 

丨

火

以

上)

は
页
に
三
11
の
增
加
す
ら
も
示
さ
ず
、
且

/

 

つ
：
そ

の

增

_

も

林

業

に

璐

し

て

ゐ

る
0
で

あ

る

。

j 

-.
斯

る

姻
向

は

和

蘭

、
，佛

蘭

西、
.白
耳

義
、
伊

太

利

等，1 

の
^:
國

に

，
就

い

て

も

之

を

認

め

得

ら

る

、
が
、
M

R大

| 

な
：る

土

地

所

有

と

資

本

主

義

的

農

業

の

祖

國

六

：る

英

吉

:ー 

.刹
に

於

い

て

は

朵

し

て

如

何«
る
«
情
に
在
る
か
。

マ 

A
:

ク
ス
；は『

資
本
論』

中
の4

:

句
：

(

第1

卷
、
第

四

版

六

-」

 

五
頁〕

に
於
ぃ
て
、
百
苏
十
人
の
地
主
が
大
不
利
燜
の
へ
::
: 

土
地
の
：半

分

を

，

而
し
て
十
一

4
:

人
の
她
虫
が
蘇
格
蘭
の

烙
十
九
卷(

七
七
玉)

.

修
正
派
社#
.笨
義
概
論:■

土

地

の

半

分

ぶ

'
、

.所
有
し
て
ゐ
る
ヒ
の
ジ
ョX

 

*ブ
ラ
ィ 

ト
の
斷
言
は
否
定
さ
れ
な
か
つ
れ
と
述
べ
て
ゐ
る
が

' 

V

ル
ン
シ
ュ
タ
ィ
ン
の
見
解
に
依
れ
ば
、
英
吉
利
の
土
.
 

地
が
如
何
に
獨
占
的
に
集
中

3
れ
て
ゐ

よ
'フ
ビ
も
、
決

し
て
ジ
ョ
ン
。
ブ
ラ
ィ
ト
の
，主

張

の

如

き

程

度

に

於

い

て 

V
は

：
な

い

，
ミ

云

'ふ
の
で
あ
る
。,:
:
こ
の
事
は
在
の
一
表
が 

雄
辯
に
之
を
物
語
つ
て
ゐ
る
。

^

 

"
減 

ニ
丄
1
〇

ニ

三

ニ

、
九
九
五
ニ
三
35
:
、西
八

| ( 

+ 

)

！
！
、
五
ニ
六
 

‘ 

I
H
C
I

四
〇

六
四
、
七

1

五

六

六

、
六
二
五

(

+
ヒ
、九
ー

0 

ra
〇丄
ニ
〇

七
九
，芄
七
三
八

1

、
ニ
四
五
ハ+)

一
、
力
セ
ニ
 

I 

ニ
〇
丨
ニ
〇

〇

一
三
、
八

七

五

一

，

五
六
八

ハ

c

H

o七

ニ〇
〇以上
五
、
四八九五、
ニ

1

九

3
 

ニ
七
3 

即
t
大
經
營
及
び
過
.大
»

@は
其
數
を
減
じ
、
中
小

S 

營

は

增

加

，を

示

し

て

ゐ

る

。
併
し
此
.表
は
、
此
等
經
營 

の

占

む

る

餅

地

面

積

に

就

：い
'て
何
等
吾
人
に
敎
ふ
る
® 

が
な
い
。
故
に
之
を
面
*
に
引
き
直
し
て
一
八
森
年 

の
實
狀
を
觀
れ
ば
次
の
如
{
で
あ
る

"

一
〇
一



第

十

九

卷(

七
七
六)

修
1E
派
社
會
主
義
概
論

經
锻
，.種
.，別
\

<

ク
タ
丨
ル

ニ

以

下
 

ニ 
I
五
：

.
31
1
ニ 
0
:

.
ニ
〇
丨
四
0 

四
〇
丨
ー
n
〇 

11
T
G
—

二 
c
〇 

ニ
〇
〇
丨
四
〇
〇 

四
〇
〇
以
上

四
〇
.ァ
丨
»1
/
'
の
 

割
合
と
し
て
の 

:
工

！

力
I

…

:

三
六
六
、七
九
二

一
、
六
六
七
•
六
四
七

II、

八
六
四
、
九

七
-:

ハ

四
、
八
八
五
、
！
1
0三 

三
、八
七
五
、九
一
四

五
、
ニ 

3、
九
.四
五
 

3 

d

o
 
一
、
！
八
四

八
.

O

 I 

八
3£
.一
 一

各
漣
經
營
1
111
す
る 

而
稂
の
總
而
蹐
に
對 

.
オ

る

斟

合
：

.

ー
1
身

71
:
ニ 
ニ
% 

八

。
七
九% 

1丑
6
〇
%

.
四
ニ
。
at
九
、
一

1

五
•七
0
%
 

九
® ニ
ー%

T
T四
六%

三
ニ
、
五
七
七,'
,六

四

三

'
一
 
〇
〇
•〇
〇
%■ 

以
上
の
表
に
依
る
も
"
大
I不
利
類
の
耕
地
而
積
の 
ー
1分 

四
厘
六
宅
が
過
大
經
營
に
屬
す
る
に
過
ぎ
ぬ

o
其
六
 ̂

六

分

以

上

：
が

中

"
大
農
的
經
濟
に
屬
す
る
こ
^
を
知
る

:
の

で
*
.る

。
ソ
.
.：

以
土
の
事
實
を
總
覽
し
て
論
者
は
、
西
部
歐
羅
巴
の

全
地
方
並
に
煎
米
利
加
合
衆
國
の
東
部
諸
州
に
於
い
て

は
、

一
般
の
農
業
上
の
ポ
申
經
營
は
增
加
し
、
大
或
は

過

大

經

營

の

減

少

し

つ

、

ぁ

る

之
S
は

疑
a
を

容

る

、 

餘
地
S

し
と
認
め
、
經
營
の
集
中
は
、

マ
ル
ク
ス
の
思

蜜

號

ー

〇

二
 

惟
せ
し
が
如
き
.

一

個
の
經
濟
に
土
地
の
益
々
大
な
る
而 

積
が
發
併
せ
ら
る

V 

S云

ふ

形

式

に

於

い

て

は

行

は

.
れ 

ず
、
寧
ろ
經
濟
の
集
約
換
言
す
れ
ば
：
一
筮
而
績
の
土
地 

に
ょ
b
多
く
の
勞
働
を
要
す
る
耕
作
法
へ
の
變
化
か
成 

は
狻
雜
進
步
せ
る
牧
畜
業
へ
の
進
化
か
何
れ
か
の
形
式 

に
於
い
て
行
は
る
、
旨
を
斷
言
す
る
に
茧
つ
た
の
で
あ 

る

。(

註
七) 

：

©

七〕
a. 

a
:

a
, Ss. 

1
0
2
-
1
0
7

斯
ぐ
し
て
遂
に
べ
ル
ン
シ
ユ
タ
ィ
ン
は
、
先
進
工
業

諸
國
の
統
計
の
.示
せ
る
：

「

所
得
の
諸
部
類
は
、
工
業
商

.業
並
に
農
業
.に
於
け
る
經
濟
•單
位
の
階
級
順
位
と
根
本

的
に
相
反
す
る
も
の
で
は
な
い
。
所
級
の
順
位
と

經
營
等
級
の
順
位
ど
は
、
そ
れ
_
-
可
な
り
著
し
き
平

,
行
を
示
し
て
ゐ
る
、
殊
に
中
間
の
諸
等
級
を
觀
察
す
る

限
&

R
於
い
て
は
然
レ
で
あ
る
。
吾
人
は
：、
此
等
の
中

間
成
員
が
何
れ
の
場
所
に
於
い
て
も
減

少
し
て
ゐ
る
の 

.を
見
な
い
s 

'寧
ろ
殆
；んW
到
る
，所
に
於
い
.
て
著
し
<
增

1 
考 j-

一-.-
J
-
;
!
-:
l
,
l
=

-~
-—
-:
-
.
'
.
r
'
.
'
J
I
.
l
-

一 .！
1.

塞令a
lg
i
i
l
g
s
i
j
-

ー.

加
し
つ
、
あ
る
を
知
る
の
で
あ
る」

結
‘I

し
、

マ
ル 

ク
シ
ス
ト
に
對
し
て
次
‘の
如
き
锬
份
の
一
矢
を
發
し
て 

ゐ
る
の
で
あ
る
。
.日
く「

若
し
近
世
社
會
の
崩
解
が

11
: 

會
な
る
三
陵
搭
の
頂
點
ヒ
底
邊
ぢ
の
間
に
介
在
す
る
巾 

僩
成
員
の
滅
失
に
曲
つ
て
定
る
毛
の
な
ら
敁
、.

此
等
中
.
ン 

間
麻
員
が
典
上
層
と
下
層
に
在
名
兩
極
端
.に
吸

收

併

呑： 

せ
ら
る
、
こ
^
を
倐
件
と
す
る
も
の
な
ら
ば
、
英
告
利
> 
一
 

謂
逸
、
;-
佛
蘭
西
に
於
い
て
：淇
實
現
は
、
.，今
日a

八
九 

九
年)

：‘猶
ほ
第
十
九
世
紀
中
の
如
哬
な
る
初
期
の
時
代j 

に

於

け

る

」

ょ

り

も

一

層

接

近

し

て

は

居

ら

ぬ

：
の

.

.
で

あ
 

る
4.
註
八〕

ビ
。

：

、雪

j

次
に
マ
ル
ク
ス
說
に
從
へ
ば
"
今
日
の
資
本
主
義
社 

會
に
於

_い
て
，は
各
個

0
經
營
內

^
は
盤
然
代
る
_
序
が 

;

存
す
る
»
れ
ざ
も
、
社
會
全
體
の
生
產
に
は
之
を
指
導

；

.
 

す
べ
き
何
等
の
聯
絡
統
一
な
き
が
故
に
恐
®
の
襲
來
は

铬

十

九

卷

(

七七七、

修正派社

#:
主教概論

.

免
れ
ぬ
、
且
つ
其
恐
憐
は
漸
次
猛
烈
頻
繁
ど
な
り
、
結 

周
生
產
.手
段
の
私
有
は
生
產
ヵ
の
發
達
ど
雨
立
し
難
く 

な
る

®
で
あ
る
。
而
し
て
今H

ル
フ
ル
ト
綱
領
に
現
は 

れ
た
こ
の
理
論
を
一
の
曲
線
を
以

て

表
は
せ
ば
次
の
如 

な
.る
で
あ
ら
う
。

笫

玉

號

5

H



;
饿

十

九

卷(

七
-i
r

s

修
：ih
派
社
#
主
義
概
論

即
ち
商
業
市
況
は
、
其
下
降
が
漸
次
長
く
な
\

興 

;
*
H#i
は
®
次

©
く
な
る
、
！
^
つ
'好
|1
:
« ;
時

代

の

最

初
€ 

疋
に
新
し
き
恐
慌
に
入
ら
ん
ミ
す
る
時
期
ど
の
間
の
期 

调
は
益
々
！

g

 
く
なo
て
：ゐ
る

0
で
あ
る
。
3

1)
■

S
 10 

c
u
c
r 

Revisionisms in die sozialdemocratî
ss. 

j

3
4

.
3

5

'■
;

:
:
: .■:
'
 
'
 

.

.

.

.;.
'
::.
'.

併
し
斯
く
の
如
き
恐
璐
說
も
勿
論
ぺ
ル
ン
シ
ュ
タ
ィ 

ン
の
直
ち
に
讃
意
を
表
す
名
能
は
^
る
所
で
あ
る
。
考 

:.

づ
彼
は
，
恐
«
の
起
因
：に
侧
す
る
マ

>-
»

の
«
に
崎 

矛
盾
に
似
た
る
も
の
あ
る
を
指
摘
せ
ん
ど
す
る
。
即
ち 

,
)]
1
1
:
會
虫
義
漭
間
に
最
も
齊
通
に
行
は
る
、
經

濟

恐

慌

の

| 

說

|1
;
]は
>
消

©
過
小
に
其
原
因
を
求
.め
：て

*
る
が
、

ェ
：
 

ン
ゲ
ル
ス
は

45
三
此
»

#
に
5
對
し
た
。
例
へ
ば
ア
ン
一 

チ
。
デ
ュ
丨
リ
シ
グ
論
の
第
三
華
第11

一
節
に
於
い
て
は
、

.
 

」

般
民
衆
の
悄
费
過
小』

『

亦
恐
ら
く
恐
慌
の
一
倐
件』 

「

で
あ
ら
ぅ
け
れ
r
も
、
そ
れ
は
恐
慌
が
往
時
に
存
し
な 

か
っ
?2
こ
ビ
を
殆
ん
^
說
明
し
な
ぃ
と
間
漾
に
、
乙

^

■ 

. 

笫

五

號

1
C

四

が
今

«
存
す
る
こ
ど
を
說
明
し
な
い
も

0 -
で
あ
る
と
述

ベ
て
ゐ
る
。
又
マ
ル
ク
ス
自
身
も
恐
憐
の
股
因
を
消
費

過
小
に
求
む
る
說
に
對
し
て
屢
々
强
硬
に
反
對
し
た
。

『

資
本
論』

第
二
卷
に
於
い
て
は
日
く「

恐
慌
は
支
拂
能

：

.

力
あ
る
消
費
の
缺
乏
よ
り
起
る

S
沄
ふ
は
、
單

に

同

義

:
■

異
語
を
反
禝
し
た
に
過
ぎ
な
い
。」

苦

し

勞

働

者

階

級

：

は
彼
等
自
身
の
生
產
物
の
非
常
に
僅
少
な
る
部
分
を
得

る
に
過
ぎ
な
い
、
從
つ
て
彼
等
が
を
れ
の
よ

G
多
く
の

部
分
を
受
く
る
な
ら
ば
直
ち
に
其
不
幸
の
素
因
は
救
濟

さ
る
、
で
あ
ら
ぅ
ビ
云
ふ
言
を
以
て
、
右
の
同
_
異
語

の
反
®
に
一
層
深
い
：根
據
ら
し
き
も
の
を
與
へ
よ
ぅ50

欲
す
る
人
が
あ
る
な
ら
ば
、
其
結
果
認
め
得
ら
る
、
こ

と
は
、
唯
、

「

恐
條
は
如
何
な
る
場
合
に
も
、
勞
鈒
が

一

般

に

上

具

し

て

、

勞
.働

者

階

級

が

年

々

の

生

產

物

中

消

費
の
用
に
供
せ
ら
る
べ
き
部
分
か
ら
、
以
前
よ
り
も
一

層
多
量
の
分
配
に
實
際
與
る
所
の
或
期
間
に
よ
っ
て
、

E

收
.
*導

さ

る
\

で
.あ

ら
1
3、」 -UJK.:

ふ
.こ

に

過
ぎ
：ぬ

で

あ

ら

ぅ

。
斯

く

の

如

く

し

て

、

資

本

主

義

的

生

產

は

，
： 

『

善
惡
何
れ
の
意
志
に
も
無
關
係
な〈

る
諸
條
件
を
包
含

:-
.
:

… 

し
"
：
而

し

て

其

諸

倏

仲

ゅ

有

の

如

き

終

働

湛

赠

級

の

.：相 

對
的
繁
榮
を
れ
ド1

時
的

^
、
，
而も常じ恐«

ふ

 

暴

風

の

襲

來

を#
ぐ

る

海

燕

ど

し

て

の

み

、
：
許
容
す
る 

も
の
で
あ
る』

や
ぅ
に
見
え 
<< (

四

Q
上
ハ
I
七
頁)

^J.

°

然
る
に
マ
ル
ク
ス
の
斯
る
言
は

.

『

資

本

論』

第
三
卷
第
ノ 

1
1部
に
.在
る

章

句

で

は

可

な>
著

し

き

矛

盾

を

示

む

て

：，：
 

ゐ
る
.
o 

_

日

，
く

：

「

あ

ら

ゆ

务

現

實

的

恐

«
の
終
極
の
原
因
.. 

れ
る
も
の
：は
常
に
一
般
民
衆：

の
贫
窮W

消
礙
制
限
と
で 

ぁ
ク
て

、
乙

れ

は

、
生

避

力

^'
ば

宛

も

社

儕

の

絕

對

的

消
 

彼
能
力
の
み
が
其
限
界
な
る
か
の
如
く
に
其
勸
に
ま
でI 

發

M
.せ
し
め
ん
ざ
す
る
資
本
，主
義
的
生
產
の
衝
動
に
相\ 

ひ
對
比
せ
る
も
の
で
あ
る

Lf
;

c
一
 

一
 

:

マ

，，

ル
ク
ス
に
在
つ
て
は
苠
漱
の
消
费
過
小
ば
、
生
產
上 

の
無

政

府

：に
»
し
て
す
ら
ち

;あ
ら
ゆ
る
瑰
實
的
恐
懢 

の
，
窮

極

的

原

.因

ど
し
て
强
«
.さ
れ
：て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

-

第
十
九
卷(

七
，七
九)

':
修
必
，蔽
社
會
主
鷀
槪
諭

斯
く
の
如
き
マ
ル

/

ス
の
矛
盾
は
、
ベ
火
ン
シ
ュ
グ 

ィ

ン

の

觀

る

所

に

依

れ

ば

"

兩

論

文

の

起

草

せ

ら

れ

た 

時
期
の
相
違
に
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
而
も
第
二
卷 

よ
b
引
用
句
の
方
が
新
し
い
も
の
で
あ
り
、
且
つ
第
二 

卷
は
マ
ル
ク
ス
の
硏
鑽
の
最
も
晚
年
の
爛
熟
せ
る
結
梁 

を
包
含
せ
る
も
の
で
あ
る
か
らr

 

Z
れ
に
彼
は
重
き
を 

置
い
て
ゐ
る
。
旣
に
マ

ル
ク
ス
は
第
二
卷
の
他
の
章
句 

に
於
い
て
> 
恐
慌
の
周
期
的
性
質
を
固
定
資
本
の
廻
轉 

期
間
ど
結
び
付
け
て
說
明
し
1
ゐ
る
。
即
ち
資
本
主
義 

一
的
生
產
の
發
展は
"

I

方
に
於
い
て
廊
宠
資
本
の
價
値 

:

量

i
毒
命
を
擴
大
す
る
傾
向
を
有
ず
るW

同
時
に
、
他 

方

に

於

い

て

此

壽

命

を

生

產

：手

段

の

斷

ぇ

ざ

る

變

德

じ 

よ
つ
て
短
縮
す
る
傾
问
を
有
し
て
ゐ
る
。
故
に
固
筮
資 

本
の
此
部
分
は

『

物
理
的
にJ

!

命
の
溆

&
て
了
は』

な 

い
ぅ
ち
：に
、『

精

神

的

に
消
耗』

し
て
了
ふ
の
で
あ
る
。
 

「

斯
く
の
如

.
气

相

互

關

聯

し
/
a諸
囘
轉
の
，
何
個
年
か
：
 

を
包
括
せ
る
循
環
に
よ
つ
て
、
事
業
の
通
過
す
べ
き
沈

. 

第五號一〇泜



級

十

九

卷(

七
.八
〇〕

.修
：止
泯

贴

會

主

錢

槪

論 

滯
、
適
度
の
活
動
、
過
度
の
活
潑
，
並
に
恐
璐
の
相
互
連 

績
せ
る
各
期
間
を
含
め
る
周
期
的
恐
條
の
物
質
的
甚
碟 

が
生
じ
來
れ
る
の
で
あ
る
J
O (

一
 
六
四
質)

斯
る
見
解 

は

"
:
同

卷

に

於

い
て

資

本

の
W
生

淹

を

論

ずる

場
合
に 

も

现

は

れ

て

ゐ

て

"

不

變

の

勞

働

生

產

ヵ

を

以

て

ず

る 

k

同

^
段
階
に
於
け
る
郝
生
產
に
拓

.ク
T
す
ら
も
、

:

固

宛
資
本
の
壽
命
：に
一

.時
的
に
现
は
る
ゝ
栩
違(

例
へ 

ば

或

年

に

於

い

て

は

其

前

年

に

於

け

る
よ
h

y

も
、
固
定 

*

本

の

よ
b

多

く

の

部

分

が

磨

滅

す

る

場

合

の

如

く

)

 

は
、
：如

何

に

し

て

興

結

果

ビ

し

て
.

生
產
恐
慌
を
惹
起
さ
：
 

ぃ

る

を

得

な

い

か

を

解

說

し

て

ゐ

る

。

而
し
て
外
國
贸 

易
:̂

此
生
產
恐
K

を

救

濟

し

得

る
-j

と

は

事

實

で
*

る
，
 

;̂

、
；，
興

は

早

に

典

矛

盾

(

逾

輝

)

を

掀

大

さ

れ

た

範
II

に 

移

し

、
：
：
又

之

に

よ
6

廣

：い

活

動

の■場

所

を

開

き

輿

.，ふ

る 

::
に
.過

ぎ

な

い

ビ

言

つ

て

ゐ
る

。
：

.

以
上
の
如
き
、
市
場
の
擗
大
は
資
本
主
義
的
經
濟
の 

讲
圆
を

よ

り

廣

き

範

圍

に

移

し

從

つ

て

之

を

增
1J
0

せ
し

笫

艽

號

一

〇
四

j

む
る
も
の
で
あ
る
ど
一K

ふ
思
想
は
、
锴
三
卷
に
於
け
る

種
々
の
機
會
に
エ
ン
ゲ
ル
ス
に
ょ
つ
て
觅
に
新
し
い
現

象
に
も
適
用
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
即
ち
第
二
部
ニ
七

f
Mの

註

に

於

い

て

は

"

マ

ル

ク

ス

の

執

筆

以

後

に

起

れ

る
運

輸
交
通
機
關
の
異
常
な
る
發
達
"
常
に
新
工
業
國
が
英

國
ミ

.の
競
爭
場
裡
に
入
り
込
む
こ

.だ
、
及
び
歐
羅
巴
に

於
い
て
剩
れ
る
資
本
の
投
資
範

I

不
斷
の
擗
大
を
擧

げ
て
以
て
、『

多
く
の
古
い
恐

«
の
坩
堝

€
恐
慌
骰
生
の
：

機
會

£
を
除

表
し
夂
は

非
常
に
0

弱
な
る

も
の
i

な
し

た』

所
の
要
倒
ど
な
し
て
ゐ
る
。
然
る
に
力
ぐK

ル
S

ト
ラ
ス
ト
を
以
て
內
國
市
場
に
於
け
る
競
爭
制
限
の
手
：
：

段
ど
し
て
說
明
し
、
又
英
國
以
外
の
世
界
を
圍
繞
せ
る

:

保
譴
關
税
を
以
て
世
界
市
場
傻
於
け
る
支
配
力
を
決
定

す
ベ
&
所
の
ノ
最

後

の

-—
»
般

的

エ

業

戰

邻

に

對

す

る

出
!

.師
準
備

t
し
て
指
示
し
た
る
後
に
、
次
の
如
く
述
べ
て

ゐ
る
、「

斯
く
の
如
ぐ
し
て
、
古
い
恐
慌
の
苒
發
を
妨
咨 

す

K
ぐ
努
.

：め
.

て
ゐ
る
嬰
因
の
各
々
' 

は
、
典

れ

自

發

の
內

に
將
來
のJ

層

激

烈

な

る

恐

懢

の

爾

芽

を

藏

し

て

.̂
) 

，る
，：

ivjo:::. 

:

斯
く
の
如
き
マ
ル

V

ス
說
を
點
檢
し
た
る
後
、
ベ
火 

ン
シ
ュ
タ
ィ
ン
は
前
代
未
聞
に
猛
烈
«

る
經
濟
的
危
機 

の
：徵
候
は
未
だ
確

®
^
れ

な

い

し

、
;:
:
又

恐«

ど
恐
«
ミ

I 

0
問
に
：介
在
す
る
商
業
の
好
贵
氣
を
特
に
短
期
の
も
の 

と
何
人
.K

f言
す
る
こ>

-

は
出
來S

ざ
■謂
つ
て
ゐ
る
。
 

否
な
彼
の
主
張
す
る
所
は 

>
.世
界
市
場
の
範
圍
の
非
常
，
 

な
る
櫥
大
は
、
通
信
、
：趣
輸
及
び
交
a
に
：喪
す
る
時
間
一 

の

異

常

な

る

短

縮

ど

相

俟

：つ
：て
、
«
飿(

恐
«)

調
聲

9
:
 

可
能
性
を
增
加
す
る
と
同
時
に
、
歐
洲

X
業
諸
國
の
富 

0
奠

火

;̂
る
增
加
は
、：

近
世
信
用
制
度
の
彈
ヵ
性
及
び

；

j 

ヵ
ル
テ
ル
の
勃
興
ぞ
相
俟
つ
て
、

一
地
方
又
は

®
々
の

) 

撥
亂
の

-
般
矿
場
の
狀
態
に
及
ぼ
す
反
©
力
を
非
常
に
,
 

減
殺
し
^w

云
ふ
の
で
ぁ
る
。
0
3
1 

.
iil
:
:
-
ニ)

：
^Die,voraussetsngen 、

SS.I09-I.X4 

:::
:;
.是
に
對
し
て
は
勿
論
々
信

:^
ば
恐

«
に
.反
作
用
を
^
':
: 

第
十

九

卷(

七
八I  )

修
正
派
社
會
主
餽
概
論‘

ぼ
す
所
か
,
却
つ
て
之
を
最
頂
點
に
ま
で
進
行
せ
し
む 

「

る
手
段
で
あ
る
、
蓋
し
信
用
は
資
本
虫
義
的
產
業
の
無 

限
の
發
屁
"

商
品
交
換
の
速
度
の
增
加
、
生
產
行
程
の 

循
環
期
の
促
進
を
可
能
な
ら
し
め
、
斯
く
し
て
生
產
ヒ 

消
費
ど
の
間
の
木
_
和
を
出
一
來
る
だ
け
- ®

々
發
現
せ
し 

む
る
手
段
ど
な
る
。
加
ふ
る
に
不
最
氣
が
始
る
や
、
信 

用
は
縮
少
し
て
恐
®

を
激
成
す
る
$
非
雛
す
る
者
例
へ

d'
.
 
口
ー

ザ
*
ダ
ク
セ
ン
ブ.ル
.
.ク
.の

如

き

力

あ

る
A-
し 

ベ
ル
ン
シ
ュ
タ
ィ
ン
に
依
れ
ば
、.
こ
れ
は
信
用
制
度
の 

作
用
の
中1

而
の
み
を
減
れ
V
の
で
あ
.る。
マルクス 

ミ
淮
も
信
用
制
度
を
唯
破
壞
的
原
因
ぞ
し
て
の
觅
地
ょ 

'ゲ
の
■み
取
扱
つ
て
は
ゐ

な

い

。

信
用
制
度
に
は
有
害
な 

る
作
用
あ
.る
と
同
時
に
有
益
な
作
用
を
も
存
す
る
が
故 

に
之
を
無
視
し
て
は
な
ら
ぬ
U
而
し
て
信
用
制
度
が
投 

機
を
容
黏
な
ら
し
むW

沄
ふ
の
は
數
百
年
昔
の
經
驗
で 

あ
る
。
元
來

.投
機

^
知

6
得

る

事

情

.'ど

知

り

得

ざ

る

事
 

情

S
の
關
係
如
何
に
ょ
つ
て
制
限
せ
ら
る
、
も
の
で
、

;

:

. 

笫

五

號

【

〇
七



笫

屮

九

卷(

七
八
ニ)

「

修
正
派
社
#
主
輯
概
输
： 

後
齋
が
優
勢
ビ
な
れ
ば
な
る
程
投
機
は
旺
盛

s

K

b、 

是
に
反
し
.て

前

者

が

後

者

を

継

す

れ

ば

す

る

程

投

機

の 

餘

地

は

&

沙

さ

る

、
も
の.で
あ
る
。
故
に
商
業
上
の
投 

機

は

"
資

本

主

義

時

代

の

抓

期

に

最

も

激

烈

で

あ

之 

工
業
上
に
於
.い
て
は
新
し
為
生
產
部E

：

に
投
機
は
最
も 

邋
化
行
は
る
、
。

〗

生
產
部
門
が
近
代
的
尤
業
^
し
て 

^
け
れ
は
古
き
程
ノ
從
つ
て
沛
場
の
狀
況
ど
0
0 
^
は 

一
僧
確
®
に

激

测

せ

ら

れ

又

；
ー

.傦
精
確
|に
截
測
せ
ら
る 

、
か
ら
、
，投

機

的

翦

素

は

決

班

的

役

割

を

演

せ

ざ

る

に 

至
る
。
勿
論
こ
の
確
實
^
ぱ
常
に
相
對
的
の
レ
の
で
あ 

る
。
蓋
し
競
餅
ど
技
術
的
發
蓮
：

w

は
市
場
の
絕
對
的
支 

配
を
，不
可
能
.な
ら
し
：む
る
も
の
で
あ
.る
か
ら
で
あ
る
。

Ik
丨

江

^

過

乘

は

或

程

度

ま

で

避

べ

可

ら

ざ

る

も

の

で

！
 

あ

る

。
饼

し

な

が

ら

個

々

の

：ェ

業

に

於

い

て

は

、
.生
產 

過
乘
は
ム
.版
的
恐
&
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
そ 

れ

が

成
:'
般
的
恐
璐
を
導
く
に
は
、
該
ェ
業
の
不
振
が
- 

此
等
の
ェ
業
を
も
直
ち
に
停
!:
せ
し
む
る
程
載
要
な
る
/

.. 

笫

玉

號

「

P
A
 

も
の
で
”
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、

成
は
さ
も
な
く
ば
該
工
業 

は
、

金

副

市

場

の

媒

介

に

よ

.り

劳

し

ぐ

は

一

般

的

信

弔 

の
無
力
な
る
に
よ
つ
てr

此
等
の
工
業
か
ら
生
產
繼
續 

の
資
料
を
奪
ひ
去
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
然
る 

j

に
國
が
富
裕
な
れ
ば
：な
る
.程
>
.而
む
て
其
信
用
⑴
度
ゼ 

j

發
達
し
て
ゐ
れ
ば
ゐ
る
程
、
此
最
後
の
作
用
は
翁
々
行 

:は
れ
さ
ぅ
^
も
な
ぐ
な
る
こ
ど
は
明
白
で
あ
る
。
何
ビ 

な
れ
；
.ば
此
*
合

に
は
調
.節
：の

可

能

性

が

益

々

其

程

度

を 

:'
.
:賴
す
か
.ら
で
あ
る
ど
謂
ふ
の
：で
あ
る
齒
三)

\ 

(

註 
一二) 

-
s
e 

v
o
r
a
u
s
s
e
f

 g
e
n
/》

ss. 

I
?
I
2
I

ー
'
:
:
;
觅

片

反

對

論

者

过

企

業

家

圓

體

が

恐

懢

の

豫

防

手

段
 

_
た
り
得
名
.こ
^
を
否
定
せ
ん
ご
す
る
。
藍
し
聯
合
せ
る 

,
企
業
家
達
は
、
內
國
市
«
に
於
ぃ
て
用
ひ
&
れ
ざ
る
資 

本
の
部
分
を
外
國
向
の
貨
物
を
生
產
す
る
爲
に
拔
い
％ 

浪
を
以
て
利
用
乙
、
斯
ズ
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
內
w

m 

場
し
於
い
て
は
一
般
に
よ
ら
高
S
利
潤
率
を
獲
得
す
る 

か
t
其
結
果
世
界
市
：場
に
は
、

一
層
：職
大
さ
れ
だ
無
狹

序
を
往
ず
る
と
云

ふ
の
が
其
主
た
る
理
由
で
あ
る
。
斯 

る
非
_
に
對
し
て
べ
ル

ン

シ

ュ

タ
ィ
ン
は
其
總
て
を
否 

觉

せ

ん

，ヾ

」

し

て

は

ゐ

な

い

。

即fc「

近

*ti
t
エ
業
國
に
於 

い
て
カ
ル
ク
ル
及
び
ト

ラ

ス

ト

が

保

譴

關

称

によ
つ
て 

維
持
さ
れ
强
固
に：

さ
る
、
場
合
.に
は

> 
彼

等

は

當

該

エI 

業
の
恐
«
の
毁
素
と
な
ら
ざ
る
を
#
な
い
丨
又
結
周
*

.

 

『

保

®
さ
れ
た

』

國
そ
の
も
の
に
ビ
つ
て
も
恐
慌
の
要
素
一 

ど
な
ら
ざ
る
を
得
な
い」

t
述
べ
て
ゐ
る
。
併
し
な
が
一 

，ら
べ
ル
ン
シ

ュ
タ
ィ
ン
の
見
解
に
從
ヘ
ば
、
保
護
質
易
一 

制
度
は
何
等
經
濟
の
痕
_
で
は
な
ぐ
て
、
：寧

ろ

經

濟

的\ 

の
結
*
を
#
る
を
自
的

S
す
る
政
治
的
權
カ
の
v
經
濟
一 

方
商
..へ
.の
®

食
で
あ
る
。
而
し
て
工
業
組
合
と
し
て
の 

<11
-
:業
象
ぃ
團
體
は
明
か
に
右
士
異
る
も
り
で
あ
る
。
此
a { 

刚
B
は
經
濟
そ
の
も
の
，，
N
地
盤
の
上
に
成
長
し
た
も
の

.
 

t

‘
生
產
を
市
場
の
■景
況
如
：何

に

適

應

せ

し

む

る

純

經 

濟
的
手
段
，で
あ
る

:°
故
に
此
種
紕
合
は
i
市
場
の
供
給

.
 

.過
剩
に
際
し
て
は

、

個
人
企
業
ょ
り
も
遙
か
に
僅
少
の 

笫

ナ

九

卷

(

七
八
三)

修
正
派
社
#
生
餞
概
論

危
險
を
'以
て

1

時

的

の

^

‘
*
-
制

限
を
實
行
ず
る
こ

.
ミ

が
 

出
來
る
。
此
種
組
合
の
一
暦
有
效
な
る
a
は
、
外
國
の 

投
寶
に
好
く
應
ず
る

v
h
Kふこ
ビ
で
あ

.る
。
故
に
若
し 

何
人
か
、

力
,
テ
ル
及
び
ト
ラ
ス
ト
が
恐
慌
の
性
質
並 

に
度
數
を
限
定
す
る
の
作
用
を
爲
し
得
る
こ
と
を
原
則 

に
於
い
て
拒
絕
せ
ん
e
す
る
者
が
あ
る
な
ら
ば
、
其
人 

は
組
織
が
無
秩
序
な
る
競
爭
に
優
る
こ
と
を
否
足
す
る 

港
で
あ
る
:̂
論
駁
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
べ
;#
:
四)

ハ
独
四)

r
oi
e 

"voraussetzungen/-. Ss. 

I
2III

2
1;

而
し
て
ベ
ル
ン
シ
ュ
タ
ィ
ン
は
右
述
の
现
論
を
磾
證 

す
る
爲
に
、
獨
逸
の
恐
«
の
歷
史
ビ
統
計
を
參
照
し
て 

ゐ
る
0
を
れ
に
據
れ
ば
、

一
八
七一

年
ょ
彡
一
八
七
三 

年
に
亘
つ
て
非
常
な
る
好
景
氣
の
時
代
が
あ
つ
た
。
總 

て
が
黄
金
の
中
.に
漂
ふ
が
如
く
見
え
、

E額
の
資
金
が 

如
何
は
し
い
企
業
に
投
せ
ら
れ
た
。
續
い
て
一
八
七
三 

年
に
大
不
景
氣
が
來
り
，
其
結
果一

八
七
四
年
.に
は
恐 

慌w

反
動
時
代
が
始
つ
れ
。

れ
ば
一
八
八
〇
|
八
一

蜜

號

ー

〇

九
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十

九

卷C

七
八
四)

修
正
派
社
會
主
_
槪
論

年
ま
で
約
七
年
間
持
緻
し
、
其
後
の
如
何
な
る
恐
歉
ょ 

1

1
層
多
©
の
失
業
さI

層
深
刻
な
る
網
乏
ご
を
產 

ん
た
。；
1
八

八一

年
に
至
り
漸
く
或
程
度
の
好
景
氣
を 

見
た
が
、
'そ
れ
も
長
績
き
せ
ず
、
;.
一
八
八
コ
ー
年
を
»
ミ「 

し
て
禅
び
新
ら
た
な
る
反
勋
時
代
に
入

^

 ̂

J

A

A
七 

:丨
八
八
年
の
頃
ま
で

*|
緻
し
た
く
そ
れ
か
ら
復
れ|

寸

j 

し
た
好
景
氣
が
現
は
れ
た
が
、
僅
か
に
三
年
爾
ぃ
た

j 

の
み
で)

一

八
九f

年

を

以

て

繁

榮

時

代

は

終

り

を

吿

げ

j 

た
。
ヱ

V

フ
ル
：ト

の

綱

領

は

實

に

此

雄

に

草

せ

ら

れ

た

.
一
 

の
で
あ
つ
た
。
同
時
に
此
年
は
、

一
八
九
三
年
ま
で
緻
一 

い

た

新

し

い

不

景

氣

時

代

の

初

牟
:̂
な
つ
た
。
然
る
に 

其
次
に
は
嘗
て
見
なI

か
；や

た

：程
の
好
景
氣
が
到
來
しj 

た
。
^
れ
は
程
度
に
於
い
て
の
み
な
ら
ず
、
そ

の

持

續| 

期
間
に
於
い
て
も
從
來
其
例
を
見
な
か
つ
た
程
の
も
の 

で
あ
る
？
こ
の
好
景
氣
は
.一
九
〇
〇
年
ま
で
繼
緻
し
て 

反
動
時
ft
に
入
つ
た
が
、
そ
の
反
動
は
次
し
て
劇
し
い 

も
の
で
は
な
く1

九
〇
ー
ニ
年
に
は
經
過
し
て
ゐ
它
。
而

第

五

雛

I
1

0 

し
て
恢
復
し
た
景
氣
は
非
常
な
勢
ひ
で
一
九
〇
七
年
ま 

で
續
い
.た

其

年

に

ま

た

別

の

不

景

氣

時

代

に

入

つ

た 

の
で
あ
る
。
さ
て
此
實
狀
を
曲
線
を
以
て
描
寫
す
る

な
.
 

ら
ば
次

0
如
ぐ
な
る
で
あ
ら

5
。

が,

玆
に
於
い
て
ペ
ル\

シ
ュ
タ
ィ
ン
は
、
エ
ル
フ
火
ト

綱
領
の
示
す
が
如
く
に
記
錄
し
た
睐
揭
の
曲
線

e.
右
の

圖

と

を
此
較
し
た
な
ら
ば
、
そ
の
相
違
は
實
に
驚
ぐ
可

き
も
の
が
あ
る
、
市
況
も

11
|
1
.
爾
も

> 
從
來
社
會
民
主
黨

員
の
抱
懷
せ
し
所
ど
は
：全
，̂
相
違
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る

S
玉)

S
論
結
し
て

> ；

マ
ル
：

V

ス
の
恐
«
說
を
も

i

し
て
了
つ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
，。

广
註
武)

,
«
g 

.Revisionisams in 

die, sozia

oremccratie ,

ご ss. 

35 -は

一

;
卜
穴
'
:
:
:
.
. 
h

以
土
吾
人
の
述
べ
來
た
つ
た
所
は
、

ペ
ル
；ン
シ
ュ
タ 

ィ
ン
の
マ
ル
ク
シ
ズ
ム
に
對
す
る
批
評
の
；j

部
で
あ
る

が
、
饼
し
彼
の
批
評
の
重
要
^
る
部
分
及
び
彼
の
思
員

':
- 

の
大
體
は
之
を
述
べ
た
つ
も
り
で
あ
る
。
且
つ
社
#
主

. 

義
學
說
中
に
未
だ
殘
存
せ
る

.

空
想
的
な
る
考
へ
へ
方
を
一 

掃
せ
ん
で
す
る
彼
の
目
的
も
略
：々
明
白
に
な
つ
た
こ
ど 

v
ff
i
ふ
、
蓋
し
彼
の
所
論
た
し
て
疋
當
で
あ
る
ビ
す
れ 

ば
、

マ
ル
ク
ス
主
_
に
：は
*

だ
空
想
的
の
分
子
を
含
ん 

で
ゐ
る
も
の
ど
言
は
ね
ば
な
ら
ぬ
か
ら
で
あ
る
。
然

ら

. 

節

十

九

卷

$

5)

修
犯
派
馨
主
黯
論
•

ば
t
會
民
主
黨
は
其
間
に
處
しV

如
何
に
進
退
を
決
す 

可
き
か
、
こ
れ
に
對
す
る
べ
ル
ン
シ
ュ
タ
ィ
ン
の
見
解 

は
本
稿
の
0
的W

す
る
所
に
非
る
が
故
に
茲
に
は
不
問 

に
附
す
る
。
唯
上
述
の
所
論
よ

^N.

も
知
9
得
ら
る
、
彼 

:I:

の
結
論
の
大
要
を
述
ぶ
れ
状
、
資
本
の
集
積

£
ー
日
ひ
、
.: 

\

經
營
の
集
中
と
言
ひ
、
將
た
又
恐
條
と
言
；

s

總
て
マ
ル 

>

ス
說
の
如
く
に
發
現
し
て
は
居
ら
ぬ
。
換
言
す
れ
ば 

一
近
世
社
會
の
經
濟
的
發
.達
は
マ
ル
ク
ス
の
理
論
に
從
っ 

て
®
ら
ぬ
。
故
に
資
本
虫
義
社
會
の
崩
解
は
マ
ル
ク
ス 

|

主
義
者
の
考
ふ
る
が
如
く
に
近
き
將
來
に
來
る
も
の
で 

I:

.は

な

し

».
際
.

f

共
產
m

a

m

J.

中
に
叙
述
^
&
れ
て
ゐ
る 

資
本
主
義
社
會
發
達
の
徑
路
は
、
傾
向
ど
し
て
は
疋
し

I

い
も
の
で
あ
る
が
、
其
際
マ
ル
ク
ス
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
は

其

經

過

に
-®
す

る

時

間

を

餘

り

に

短

く

見

積

り

過

ぎ

て

 

ゐ

る
0
而
も
工
ン
ゲ
ル
ス
は
後
年
に
至
つ
て
、
彼
等
が

 

，
誤
算
を
爲
せ
し
こ
と
を
明
白
に
認
容
し
て
ゐ
る
の
で
あ 

る
。
旣
に
其
こ
れ
に
要
す
る
時
問
に
®
し
き
相
違
の
存

•
 

v

 

;

..

笫

五

號

〕

ニ



第

十

九

卷

(

七
八
六)

：

佛
敎
U

於
け
る
四
.方
の
思
想
に
.つ
い
て

す
る
以
玉
>
«:
會
發
遨
の
形
式
.も『

共
產
鑛
宣
言I

の
豫

： 

言
と
は
趣
を
異
に
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
ぬ
0
し
て
み
机
ば 

從
來
社
畲
民
主
熬
が
、
：一近
ぎ
將
來
に
來
る
べ
し
と
思
惟 

せ
し
カ
タ
ス
ト
ロ
へ
：を
目
的
と
し
た
政
策
は
誤
り
な
る.

が
故
に
'
之
を
拋
棄
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
而
し
て
寧I

: 

ろ

.

1:

步
冷
々
■.着
實
に
勞
働
'者
階
級
：の
精#
的
肉
體
的
向

：
.
 

上
を
圖
る

0:
途
に
進
ま
ね
ば
な
.ら
ぬ
と
謂
ふ
の
で
あ 

る
，。
彼

.自
ら
の
言
を
借

6 V

•端

的

に

言

へ

ば

「

«:
會

政

一
 

笕
的
任
務
の
縮
少
に
非
ら
す
し
て
、
寧
ろ
是
が
增
大
及

‘

び
修
正」

で
あ
る
。

, 

.

最
後
に
一
言
附
加
す
る
は
斯
彳
の
如
き
見
解
が
一
一
つ 

の
@
的
の
爲
に
‘利
用
さ
れ
て
ゐ
るw

云
ふ
こ
ヾ

」

であ一 

る
。
即
ち
一
は
"
ベ
ル
ン
シ

-
タ
ィ
ン
一
派
の
如
く
に
、

之
を
以
て
社
會
主
龜
改
潘
の
運
動
に
刺
せ
ん
€
す
る
者 

あ
る
む
同
時
に
、
他
は
之
を
以
で
社
龠
主
義
を
打
破
ず
.
. 

る
の
具
に
供
せ
んV」

す
る
者
.が
あ
.る
i

言
ふ
こ
ミ
.で
あ
:
:

笫

五

號

1

ニ
1

佛

敎

に

於

け

る

®

方

の
 

思

想

に

つ

い

^.友

松

圆

諦

P

原

始

佛

敎

徒

の

乞

食

遯

行
'

美
し
く
繁
茂
し
た
樹
園(

I
rPJ
I
m
a

)

士
、
そ
の
樹
々
の

.

:

間
に
點
在
し
て
ゐ
る
靜
か
な
僧
房

(

v
i
s
r
a
iu
訶
維

> 
ど

か
ら
成
り
立
つ
て
ゐ
る
と
こ
ろ
の
僧
伽
藍(

S
a-B
g
hfo
l
rpl
-

3
a

)

に
定
住
し
て
、
宗
敎
上
の
保
讖
者
た
る
檄
越
8

W

napati

檀
那
鉢
底)

か
ら
豐
か

W
衣
食
の
供
給
を
受
け

て
，

心
ゆ
く
ば
か
6
平
安
な
禪
定
生
活
を
い

i
な
む
，こ

S
の
出
來
た
の
は
炉
な
り
に
後
の
ミ

^
で
あ
る
。

佛
陀(

B
u
d
d
B
a
)

と
も
並
び
に
彼
に
皁
く
隨
從
し
た
S

乙
ろ
の
弟
子
達

^
は
何
ら
の
固
筮
的
住
所(

3
e
&
s
s
a

 
ノ.

を
持
つ
乙

ご
な
く
、

#
释

(

0
5|

)

か
ら
村

落

へ
ど
遞 

流
定
圭
，る
4
ぎ
野
»?
水
0 :
ゃ
>:
フ
な
趣
打(

c
s
r
f
k
a

's-:)

生
铸

を
い
'
な̂
ん
..だ
の
，で
、ゐ
る
。彼
、b
は
包
食
す
る(BHSCk.- 

ha.ri)

た
め
に
#
日

の

午

前

を

村

取

都.市(H
a
g
a
r
a

*5)

の 

人

間("Man.ussesu〕.

は

つ
い
や
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
皮 

.

.ら‘の

.手
に
.せ
る
.鉢
.が
み
た
.さ
れ
る
ま
で
.家
か
ら
象
へ
と
。
 

遍
行
し
て
ゆ
，く
の
，で
あ.る
。
.彼
ら
は
：又
、

そ
：の‘衣
服

を

™
 

調
製
す
る
た
め

1:
は
塵
壞
や

«
.溜
の
中
か
ら
襤
褪
を
拾j 

ひ
集
め
な
.け
れ
'ば
な
ら
.な
：.巧

^
く
し
て
彼
ら
は
何
ら 

の

「

菩
積
を
喪
し
な
いH(sannicayo Tfatthi) 
€

t
ろ 

の
、
あ
の
大
寒
を
，ビ
.び
ゆ
•ぐ
鳥
の
.や
5
に
自
由
なS

、

そ

し
て

.又

.節

素

な

乞

食

遊

行

..の

生

活

を

し

て

ゐ

た

の

.で
あ

る 

o 

. 

.. 

|

彼
ら
の
生
活
は
か
く
し
て
た

U
V彼
ら
肖
身
に
ょ
つ
て| 

維
持
多
れ
な
ぐ
.て
は
な
ら
な
い
-「

爾
ら
ょ
-n

人
し
>て 

1

つ
路
を
ゆ
く
こ
せ
勿
れ」

agamitt- 

^
^
2
^
|
.
«

坷
陀
が
、嚴.か
に
.
.彼
0
弟
子
.
^
.
宣

言

す

るど
こ

.:

. 

ろ

で

ぁ

っ
/2
0
こ

、
に

於

て

か

孤»
と
忍
苦
.ど
は
彼
ら

第

十

九

卷(

七
.八
七)

佛
教
I:
於
け
る
四
方
の
思_
に
つ(

ズ
..つ
だ
。
彼

ら

ば

群

集

を

去.つ
で
靜
、か

な

森
間
に
、心
動 

か
す
家
居
を
遠
離
し
.て
人
跡
ま
れ
な
る
山
®
に
彼
ら
.の 

宗
敎
的
生
活
を
完
成
.し
や
ぅ
逭
つ
さ
怂
た
。
次
の
S
四 

.の
文
字
は
彼
ら
め
心
境
を
物
語
づ
^
ゐ
る
。

「

此
丘
.ら(

b
h
i
k
k
h
a

が

淼

の

中

；の

座

に

心

樂

し

む

間 

:は
此
：丘
，ら

は

亡

ぶ

こ

と

な

く

、

更

に

榮

え

ん
」

(3
) 

「

世

俗
.を
離

れ

、
孤

猶

の

座

、
樹

卞

、
靈
地
、

に
心
樂
し 

み
、
.且
つ
山
窟
に
住
む
均
丘
し
3 

「

た

-

人
坐
し
、{ekssana

*8}

た
ヾ
一
人
臥
し

,

.

:
(
e
k
a
s
e
l

*B)

た
免
ま
も
な
ぐ
、
た
k
一
 
人

遊

ぼ

し

、 

(eko caraql)

だ

v
,
l
A自

ら

を

愼

し

み

守

り

、

.
か 

ぐ
し
て
森
近
く
靜
寂
を
愛
す
べ
し
。」S 

「

貧
し
い
衣
を
身
に
.つ
け
身
®
は
や
せ
、
靜
脈
は
悉
く 

波
鹰
に
ぁ
6
は
れ
、
し
か
も
だ
k j

人
淼
の
中
に
靜 

二
思
す
る
.人
、(

e
k
a'svanasmlo

.pl jh

PJIvantas 
ノ 

p 

\
 

る
を
.こ
そ
菩
は
婆
雜
£

€
ょ
ぱ
ん」

<0
)

门
家
族
生
活
を
し
、て
，ゐ
る
着
，
又
家
を
離
れ
た
る
者
、

第
3£
號 

一
ー
3


